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演習林研究報告第五競

こがねむしの被害及び騒除に

関する研究報告 (第一)

新

楠

富

直

夫

豊

島苦

菊

本

第一章 森林に関するzがおむし研究の必要及び其方法

とが抱むし即ち金亀子類の農林業に劃する被害は我図のみ在らず欧洲

の如 き も 比 年其損害に苦しめられつ、ぁ 90 之 を 以 て 彼 に 於 て は 各 種

の 研究行 iまれ害掻の性質よ b被害の度に及び除害の方法に至るまぐ詳

細iを極 め た るものあ 90 然れども我図に於-C11未だ統一的に此れが調

奇を行以たるもの燕〈殆んど如何なる種類が如何在る匿域に於て如何

なる被害をなしっ、あるやも明かならず。其駆除珠防の方法の女¥1~甚

だ匝今なるものあ h故に著者等は本串に於て林業上の関係よ b之が研

究 に従事せん乙とを企つるに至れるものな 90 然れ Eも地方の関係と

他の事業の~めに妨げられ未だ充卦在る結果を報ずる能 lまざるも大正

三 年 以 後 に 於℃行以たる慮をままに記述して第一同の報告となさんとす

るものな 90 本報告に就ては本大皐 教 授 松 村 松 年 氏 の 豊 富 在 る 標 本 と

嗣書とを使用し得たると且つ同氏が砕類上積ベトの注意を輿へられたる

とと同百u手木下柴次郎氏が助力を煩はしたる之と多きを特記せんとすO

抑も林業上有害なるとが扱むしは金亀子科中食葉金亀子類に属する種

類にし℃成患は植物の葉;鳴を食害し幼虫は其根部を i噛損するものな b。

とがねむしの 害は古来よ b存在せるは勿論なるも近時林業の、進歩と共

に愈 φ 其度を高 U るが女1IしO 元来車純林は森林経替上最も之を造成し

易きを以て経済上の関係進歩するに{宇 υ究第に其面積を増加せ bo 殊
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1乙針葉樹林は盆々念激在る増加を在しつ L あ ~o 町して箪純林殊に針

葉樹林 l立害最の繁殖蔓延を来す事速かにして従来客って轟害の存せぎ

る林地にも被害の狽械を極 U る事少なしとせずO とがおむし成車、の被

害の如きも此等の針葉樹林に殺生する乙と甚 te多 Lo 例せば杉の如き

最もすぎとが血の害そ被 b易し。大正二年夏期熊本大林匝署管内閣有

林の如1~ 甚 r し 3 損害を被 b たるを見る。試みに其被害面積を畢〈、、れ

ば左の如し
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大 浮|四十五年七月|熊本膝阿蘇郡旭野村大学鉾利字大谷固有林 l杉、 松

伊 高 里|同 |佐賀軍基東松浦郡七山村大字荒川l字瀧山岡有林|同
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大

演

佐

島

同 |同

熊本懸阿蘇郡久木野村大字久石字清九燭有林|同

同 鯨 上 盆 城 郡 河原村字大野園有林|同

同県華岡部七漉村大字国代字古無回国有林!杉l天 然 松

岡県華同君II~草川村大字下名運石字大野固有林|杉

佐賀県革神崎郡東背振村大字松限字松殴九瀬谷|同
国有林 |問

岡県芸小城郡北山村字上谷瀬布巻図有林|同

同鯨三養基都中原村大字中古賀字丸山固有林|同

長崎鯨南高来郡山田村宇山田温泉岳随有林|松

岡鯨同郡守山書官守山温泉岳図有林 l同

犬分懸大野郡阿大野村大字島田字締角寺園有 |ι
林| 杉

同隠九重山固有林附主主一帯 I;杉、松、槍

熊本熔翠北郡湯甫村大字古石字古石厨有林 1;松

4∞. 

5. 

杉 40-，

松 10.1

2. 

10. 

4. 

本選 t乙於℃も同年入月空知繊蓮防零落葉松林の加さ叉著しきとがおむ

Lの害を被 b七八年生の林木は恰も 火災に擢 bたるが如き外視を呈し

一時殆ん E 枯死の股況を現はせ ~o 然れどもとが鼠むしは好んで古葉

を喰害し新芽の損せらる、もの比較的少在L.o 唯害掻の甚し〈繁殖せ

る部芳氏於て金部の喰害を受〈る事あるのみ。如此にして杢〈森林の

枯死を来す事なきも其接育に障碍を来す li明かにして金林の生長量を

減少せしめ各樹の材質を不良在らし む 殊 に 幼 樹 の 被 害 著 し き も の あ b
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幼 最の被害は主として苗聞に於て行はれ各種の針葉樹首木は其根部を

損害せらる Lが矯めに或は金〈枯死し或は著しく生長を害せらるO 其

被害の大なる殆ん芝金苗固に及び苗木の竿数以上枯死を来す事少なし

とせ ず 如 此 くして造林事業に影響を及ぼす事甚だ多 Lo

然れどもとがねむしの生活扶態は之を知る事甚だ難きものあ 90 即ち

其幼最期に於ては人目の達せぎる土中民生活するを以て之が経過を知

るに難〈且つ種類によ bては幼最期の二年以上に捗るものあ b。故に

質験的に細密なる研究を重ねるにあらまれば有害なる幼最と成長主との

欄係を確定する事難 Lo 之 れ盆 q とが鼠む Lの研究を行よ、可主要ある

所以在 bとす。

とがねむ L類の分布 Iま叉全く不明に麗し其被害の幼最期或は成最期比

於 て相類するも其種類を金〈異にす る 事 あ 90 例せば幼識期に於ける

す さとがおとき と が お と の 害 は 殆 ん E同 じ 主 が 如 き も 甲 は 成 最 期 に 於

て 亦盛んなる害をなし乙は全く其食を取らぎるが如 Lo 故に幼轟のみ

の被害を考ふる時は周一種のとがおむよが甚r大なる卦布を有するが

蜘〈誤認せらる、之とあ 90 然れ Eも叉種類によ bて は 著 し き 大 匝 域

，r..亘 bて存在するものあ b又一地方 に限 bて存在せるものあ b或は其

卦布の大在るも地方によ b被 害 の 軽重あるものあ b。此等は我圏全部

に亘 9-(研究を行ふにあらぎれば之を知る乙と能はざるな 90

故に本研究の開始~(常 b て著者等 li 本皐によ b て本州は勿論朝鮮樺太

牽持に於ける各森林関係の官署皐校等に左の様式に従以調査上必要と

思意する傍項に就き研究の材料の送致を要求せ 90

管 官

在

立 lJ! 
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重量 滋 皮

~ I輪作及 休 閑 ノ 有 無

10 I ~ずれる叩雌)ノ被害程度 l
zzl ヨ Y ネム γ ノ種類

害 年

害 樹

害 樹 ノ 年

品 ノ 油 方

害 時

川蹴及踊除方向ニーペ
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

而して之が 問 答 を 得 た る も の 下 の如 Lo 此内泌を附したるは とがお

む L 被 害の無 3ものにして織を附したるは調査未済の報を得たるも

の在 ~o

山林局林業試験場

秋田大林区署

大阪大林区署

熊本大林監署

帝室林野管理局札幌支局決

帝室林野管理局木曾支局

東京府糊

大 阪 府 災

兵庫勝、災

新潟蝶

千葉属労

青森大林区署

東京大林高署

高知大林匝署

鹿児島大林区署

帝室林野管理局東京支局

帝室林野管理局名古屋支局

京都府

神奈川腕

長崎勝

埼玉県幸、栄

茨城麟
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梅木牒 奈良牒

三重牒 静岡牒

山梨牒 滋賀牒

岐阜牒 長野腕

宮城牒 踊島牒

岩手職 青 森 腕

山形牒うぞ 秋田 jl埠明

稲井腕 石川腕

富 山 牒 米 鳥 取 腕

岡山勝 鹿島腕

山口脇 和歌山腕

徳島勝 香川脇浜

愛媛腕・〉モ 高知!係

顧問牒 佐賀!係

宮崎腕 鹿児島腕鰍

沖縄脇浜 北海道聴

樺 太 藤 栄 査詩~J *~t 督府

朝鮮総督府

東京帝閤大串農科大串縦 盛 岡高 等農 林皐 校

鹿 児 島 農林串校 京都府立農林皐校米

新潟牒立農林皐校 奈良県草立農林皐校

愛知牒立農林皐校 山梨腕立農林皐校

滋 賀 腕 立農林皐校 秋 田腕 立農 林皐 校

和歌山牒立 農 林 皐 校 米 大安全勝立農林皐枝栄

以上の同容は樺太其他敷腕の金〈 無害在る外其被害の不明なるもの数

個あるも他は皆明かにとが鼠む L類の成品或は幼識の害を報告せられ

た b。之を 以 f見る時は我園至る 慮 此 害 に 苦 ま ぎ る は な く 若 し 詳 細 に

其被害の量を数字的に計算する事を得ば蓋し著しく大なるものあるベ



(6) 

し。 著 者 等 は此等の報告を調査すると同時氏本皐賞験苗聞に於て本道

の最も有害なるきとがおに就て寅験 を重ねる事とせ b此 等 は 凡 ℃ 後 章

に詳遁せる所在 90

第=章 本邦産喰葉乙がねむし類の沿革及種類

金亀子科 (Scarabaeidae)は其種類甚だ多〈皐名の知られたるもの約四十二

麗あ b而して分類串上十二亜科に卦類せらるO 此内所謂喰葉金亀子と稽

すベ Sものは豆金重量子亜科 (Rutelinae)及杉金範子亜科 (Melo1onthinae)に麗

する十九麗五十齢種の甲車な ~o 而して従来本邦の金亀子科或は喰葉

金亀子類に就て特に記載せる文書あるなし。欧洲の皐者にして我閣の

とが鼠むしを最も多く記載せるは Waterhauμ(Trans.Ent. S∞. 187ふ)及び

Motschorsky (Et. Ent 1854，57，60， Schrencks Reis 18sO， Bull. Mosc. 1866)にし℃其

他 Hope( Proc. Zool. Soc. 1839)， Rlanchard ( Cat. 0011. Mu~. Paris 1850)， Heyden 

(D. E. Z. 1879)， 1必wis(Ann. Mag. Nat. Hist. 1879，95.96)， Bates CProc. Zool. Soc. 188S) 

等の 諸 氏 が 記載せるものあ 9u 本邦の丈書にては佐今木松村雨理事博

士の記述せるもの農皐士素木得一氏 の牽糟の種類に就て記載せる者等

あ 90 而して l叱等各種の経過習性等に歪 bては金部に亘 9-c記載せる

ものな言は勿論一種類と臨も詳細在る研究を経たるもの彼の欧測の

Melololltha vulgaris の如忌ものある乙とな Lo

とが鼠むしの幼轟は我閣に於て早くよ b知られたる却し即ち鱗嶋とし

て記されたるものを事ぐれば左の如 Lo

〔新撰字鏡虫〕麟委委塁

[倭名類来抄古豪〕鱗幡 本草云、麟贈空喜一名蛸蝋喜2え芝、無翌爾雅注

云、一名抽瞬主主

〔伊日波字類抄毒物〕瞬糟スグ宅.AV 蛸蝿自由勝巳上同

〔東雅訪〕瞬鰭スグ宅.AV

〔和漢三才嵐曾日量〕議長蛸験器瞬間臆燦地建和名.須久

毛無之

【車修本草網目啓蒙元主主〕制苦言bL鈍名(中略)
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国間土中に 生 ず 、 形 烏 喝 の 如 〈、長 3一寸、或は一寸像、白色にし

て、首赤〈尾黒し、草根を食以或は撤苗を噛載9.大に害をなす、

掘て土上に出す時は、曲屈して動かず、暫くして嬬行し、土中に隠
~$I'ヤ l' チ

る憲後 lζ 至上土内 ~t て化して暖鯖とな上後初イとして蝉となる.

一種形大にして長 3三寸許なるあ b通じてぢむ Lと呼ぶ泉州にては
アキセミ ヤマセさ

ごとむ Lと云ム、此掻勿イとして俳蝉、 馬捕の大崎1と在る。

此の如くとがねむ Lの幼掻は或は蝉の幼掻或は大蚊科』ζ麗する双趨類

の幼最と混ぜられたるも皐術上の智識の進歩と共に究第に其匪別の剣

然する t乙至れ b。而して農林業の集 約 的 に 赴 < ~ζ 従以之れが経済上の

闘係注意せられ被害状況の記載せらる、もの多きを加ふるに至れ 90

嘗 t山口膝下に接生せるすぎとがねの害(大日本山林曾報第一五五、一一

六現)の加さ其一例在 bとすO

今 左に我園に存するとして知られたる喰葉金轟子の種類を記し其の牙

布を示 3ん。但し(1)Iま既往主として欧洲の丈献に顕はれたる者(2)は今

岡本皐よ b の紹介によ b 各地よ b 得たる同答によ b たるもの(;~)は本皐

見最皐教室及び林皐散室保存の標本によ bたるものな b。故に (2)の分

布を記したる者は専ら森林の害最として認められたる種類と解すぺ 3

もの宅t90 而して (2)に掲げたる分布の種類はーペト其成識を検したるも

のにあらずして唯報告によ bたる者なるを以て多少の課 bあ る や を 保

せず。例せばすぎとが砲はずじとがね、v.母 ず じ と が お 及 び さ < ら と が

おと外観甚だ相類するを以て混合し易 5が如L.o

RUTELINAE 豆金亀子亜科

Anomala puncticollis Harold. はんのv.母とがおむ L

(1)美 濃 、九州

(3)米棒、十和田、札幌

Anomala holosericea Fabr. き んす ぢとがね

(1)日光、 中鵡寺、北海道南部

(:3)日光、樺太、札幌
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Anomnla anrichalacea Burm. たいあんすぢとが抱

(3)牽潜

Anomala testaceipes Motsch. すぢとが鼠

(1)兵庫、京都、 九州、函館、長崎、

(2)岩手

(3)熊本、札幌.大和. 安房、

Anomala costata Hope. おほすぢとがね.すぎとがお.すぎむし

(l)兵庫等

(2)長野、鹿児島、宮崎、青森、岩手、秋田. 山形、静岡.愛知、神

奈川1.大分.岐阜、属島.愛様、高知‘香川、新潟、佐賀、熊本

京都.三 重 . 滋 賀 、 徳 島 . 宮 城、島根、鳥取、頑井、茨城.群馬

廟島、岡山

(3)熊本、岩手

Anomala di飴ei1isWaterh. U母すぢz:1$ T 

(1)京都、美濃. 兵庫

(:1)十和田、牽樽

Anomala geniculata Mot.sch. さ 4らとが抱

(1)日本

(3)東京.札幌、タカサゴ、岐阜、伊賀、熊本‘ 岐阜、丹後

Anomala pubicollis Wat.erh. ならのちゃいろとが棋

(1)長崎、兵庫、横演、神戸‘宮ノ下、 日光

(3)熊 本 、 東京

Anomala rufocuprea Motsch. U母とが抱

(1)兵庫、京都、越前、美濃等

(2)奈良、東京 、 愛 知 . 編 島 、 新 潟、佐賀、鹿児島、栴木.

(:~)大和、樺太. タカザゴ(播磨).岩手.十和田.安房.仙妻、函館

Anomal乱 orientalisWaterh. せまだらとがお

(1)画館、兵庫.河内、長崎



csn 
(3)岩手.編島(木骨)、日光.十和田、札幌、牽濁.青森、東京.紀伊

丹後

Anomala Havilabris Waterh. とすぢとがお

(1)日本

(3)山城、 定山渓(石狩〉、近江、 f由華. 丹後

Allomllla mOllgolica Fald. きべりあをとが抱

(1)新潟、秋田

Allomala Siversii Heydell. つしますぢとがね

(1)劃島、朝鮮

Anomala Gottschei Kolbe. はながあをとが抱

(1)朝鮮

Anomala triangularis Schi.nb. をきなはあをとがお

(1)沖縄

Phyllopertha borti∞la L. ~ろ a らたとがお

(1)函館

(3)十和田、牽潟、和歌山、札幌.岩手. 目先

Phyllopertba yezo回目isWr.terh. えぞせまだらとがね

(1)日本

(3)萩、岩手、大和.加賀、十和田、札幌、熊本、米淳、岐阜、丹後

Phyllopertha octocωtata Burm・lAらたあをとがね

(1)日本

(3)豊綾、千葉職、東京

Phyllopertha conspur伺 taHarold. かたもんとがお

(1 )東京.兵庫、萩、長崎、朝鮮

(めタカサゴ(播磨)，岩手、札幌、東京

Phyllopertha diver織 Waterh. ;ずちゃとがお

(1)長崎

(3)高砂、熊本、須川(静岡)
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Phyllopertb:J irrcgulari回 Waterh. きずぢとがa
(1)長崎.河内

(:3)東京.伊勢

Euchlora cuprea Hope. J!;が鼠ぶいぶい あをちゃとがa
(1)美浪、兵庫、越前.京都、 九州、朝鮮

(2)奈良、東京、鹿児島、福井、新潟、属島.

(3)熊本.岩手、米淳、東京.仙華、般阜.相撲

Euchlora expan鍋 Bate宵.v.ろ怯あを~;が血

(1)壷鴻

(2)牽鴻

(3)タイョカハ壷鴻

Euchlora Tiirinii M'lay. 'tiといあんあをどラがa
(3)牽鴻

El1chlora albopilosa Hope. あをど;1J'¥t. 

(1 )九州、兵庫.沖縄、

(3)熊本、沖縄、東京、牽鴻

Euchlora trachypyga Bates. とあをどラがt.

(1)牽栂

Euchlora gracilis Sch句会ldt. をほしまあをど 3がa
(1)大島

Popilia伺制nopteraHope. きはþ.~めと1J'lT. 

(3)牽鴻

Popilill. indigonacea Motsch・ ii~~ 母とがお

(1 )朝鮮

(3)朝鮮 . 壷栂

Popilia japoni佃 NeWffian. ~めとがね

(1)兵庫 、 河内.越前

(2)北海道、愛知.梅木、奈良



(3)札幌、大和、東京

Popilia insularis Lewis. をきなはまめとがお

(1)大島

(2)沖縄

Popilia∞erulea Boheman. おりまめとがね

(1)朝鮮

Mimela叩leudensSchonh. はねつやとがお

(3)蔓樗

Mimela Lathami Hope. をきなはとがね

(3)沖縄

Mimela lucidula Hope. とがおむし

(1)美濃.兵庫、 京都

(3)鹿児 島 、東京.岐阜、嘉荷、伊賀

Mimela ignicanda Bates. V.めつやとが晶

(3)華祷

Adoretus umbrosus F. var tenuimaculatus ¥Vaterh. ちゃい忍とが抱

(1)兵庫、東 京 . 越 前 、 美 濃 、 朝鮮、蔓濁

(2)肇穏

(3)牽 縄 、熊本.東京

MELOLONTHINAE 杉金亀子亜科

(JI) 

Aseri{'.R (Seri佃)japonica Motsch. あかびろラどとがね とぴいろびろラどと

がお

(1)函館、 日本、南部日本、朝鮮

(2)山形、朝 鮮

. (3)米揮 、八丈、加賀、熊本、岐阜.高松、東京

Aseri倒 (Serica)orientaliil Motsch・ぴ.;;どとが鼠

(1)下回 、美濃、京都、兵庫.九州、朝鮮

(2)長野、東京、新潟、秋田、石川、山形
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(3)札幌、墨糖、熊本‘紀伊.東京

Sarica boops Waterb. V. Wちゃい忍とがお v.wながちゃい8とが抱

(1)摩耶山、兵庫

(:3)日光、 戸隠山、米淳、丹青山‘樺太、十和田、木曾緬島、御癒(木骨)

岩手

Seric乱 formo倒 Shiraki. V.母ちゃい忍び.;~どとがね たいあんちゃい忍

とが~

(1)肇栂

(!l)華北.蔓甫

Serica brunnea Linn. ちゃい.;t(ろきさ、とがe

(1)兵庫

(3)札幌、東京

Serica grisea Motsch. V.母ちゃいろとがお はいいろt(.;~どとがね

(1)京都、兵庫、越前、九州

(:3)青森、日光.十和田、札幌、利根(上州).伊吹(近江).御識(木曾)、丹青山

Serica angulata IAwis. 

(1)親山、(九州)

Serica higonia Lewis. 

(1)人吉、紳瀬.湯山(肥後)

Serica nigrovariata Lewis. 

(1)前橋

Serica brevicornis . Lewis. 

(1)日光、新加納(岐阜)

Serica qnadrifoliata Lewis. 

(1)日光

Seri伺 niamimica Lewis. なへどとあかとがおなへどとちゃいろとがお

(1)宮ノ下、 日光、箱根、須走、御獄、横積

(2)山梨.秋田、石川、岐阜.岩手、東京



(3)札幌、臆振

Sericania白scolineataMot高ch.

(1)横潰、中輝寺

Melolontha japonica Burm. とふき zがね おほすぎむ L かきとがね

(1)横漬‘兵庫、長崎

(13) 

(2)岐阜、高知、秋田.静岡、岩手、京都、茨城、踊問、山口.扇島

奈良、宮崎 、岡山.滋賀、鹿児島、徳島、愛媛

(3)鹿児島、東京、立 IU、泰山寺(播磨)、安房、下纏

Ectinohoplia variolosa 'Vaterh. とはなむとり

(1)京都、長崎

1.achnosterna (Holotrichia) Costanea Waterh. と4ろとが抱

(1)札幌、熊本、加賀(山中).岐阜

Lachnosterna sinensis Mot"!ch. t;といあん~;;とがお

(3)牽祷

Lachnosterna (Halotrichia) picea Waterh. おほきい与とがね

( 1)長崎.中雄寺、横潰

(3)熊本.牽 鰐

Lachnos旬rnamorosa Waterll. おほ'ctろラ占fとが抱

(1)長崎

(3)日本、四川洲(支那}

Lachnosterna diomphalia Bates. 

(1)日本

Lachnosterna niponensis LewiA. 

(1)長崎、五島

Lachnos舵，rnainelegans Lew. ~ろとがお

(1)日本、朝鮮

(2)石川、幅島、東京.朝鮮

(3)牽;号、熊本.岩手.中野
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Hoplasternus japonicus Harold. おほとふきとが鼠

(1)大阪、東京、兵庫

(3)タカサゴ(揺磨)、牽糖、熊本、米津、泰山寺(播磨)、十和田.丹後

Hoplia Rheinii Heyden. ~.; tA母はなむとり

(1)九州

(3)丹青山.静岡、大宮口(富士)、鹿児島、 日光、東京

Hoplia obducta Mot.sch. tAめはなむとり

(1)下回

(3)樺太.札幌、 日光、十和田、岩手

Hoplia. communis Wat.erh. あしながとが楓 あをいろはなむとり

(1)長崎、横潰

(3)大和.豊後

Hoplia. moerens Wa.t.erh. Lろはらa母はなむとり

(1)兵庫、摩耶山

(3)播磨

Apogonia ritzema Sharp. かん Lよaめとがお

(:~)肇濁

Apogonia. destructor H. Bo8. かんしょとがね

(3)華清、沖縄

Apogonia. splendida Bohem. tAめかん Lよとが抱

(1)日本

(3)熊本、蔓海

A pogonia amida Lewis. 

(1)長崎

Apogonia oicarinata Lewis. 

(1)日本、 大島

Apogonia cupreoviridis Kolbe. 

(1)五島、朝鮮



A pogonia niponica Lcwis. 

(1)日本

Apogonia moesta Ku∞:h. 

(1)沖縄

Polyphylla la.ticollis Lew. tA Wζが 鼠

(1)相模

(3)播磨.岐阜

Granida a.lbolineata Motsch. しろすぢとがお

(1 )長崎、紳戸、新潟、秋田、大島.東京

(3)日高、岩手.沖縄、橋磨.丹後

Heptophyl1a picea Motsch. ながちゃとがお きとがお

(1 )兵庫、長崎、横漬

(勾岐阜、秋田、 山形、石川、北海道

(3)大和. 日光、岩手、札幌、伊吹(近江)、伊賀

Pollaplonyx Flavidus Waterh. 

(1)日本

(3)熊本

(15) 

上 記 と が おむしの和名は本文中には林皐家に普通に知られたるものを

用ゆる乙と、せ b。即もおほずじとがねにすぎとがね、 とふきとがね

におほすぎむ L. どラがおぶいぶいにあをちゃとが緑、き zがおはな

がちゃとがねを用rA12る却し。

第 E章 本邦の森林に有害なるとがおむしの種類及名稽

とがねむ L類は本邦至る慮存せぎるな〈且つ多少の損害をな~ ¥:るな

し。然れぎも殊に森林に聖母して被害の著しきものは之を明かにするの

要あ b。今各地の報告に依 b主要なる種類を列記すれば左の如し。

す ぎ と がG. すぎむし或はおほずじとがね

本種は華鴻.朝鮮、樺太には全く被害を認められぎるも本州四闘九州を

通じて殆~.至る所に存せぎるは在〈北海道に於ては織選防零林釧路線
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に接生せ 90 町して僅に石川、富山.大阪.奈良、和歌山、山口、幅

岡.長崎の諸牒に此報告なし、然れ Eも其中成掻の被害を掲げたるも

のは甚 7さ僅少にして被害舟四の府勝、中僅かに十牒の各一地方に止 b他

は皆幼識の被害として之を記せ 90 元来とが抱むしの幼識は略ほ.同ー

の形態色津をなし精密なる研究をな 3 むれば幼識によ bて種類を匝別

するとと難L-o 故に之等の報告中他種の幼最を混ずるや疑問に麗する

も今暫らくままに報告に従って之を記するに止む。

お ほ す ぎ むし、とふきとが.ja. かきとが鼠

此三種は恐ら〈同一種類に麗するものなるべL-o 前種と同じく本州

四圏、 九州 lζ 亘 bて存するも其被害著しからず。殊に成識の害の如き

は各地方金〈之を認めぎる如L-o 青森大林匝署般岡苗固に於ては幼識

の害 甚 だ 大 なるを報ぜ b。

aめとがね

本 種は踊島、 東京、腕木、新潟、愛知、佐賀、鹿児島の七府騒の一部

に費生を認めらる、も其被害の著し 3ものなし。

あをちゃとが制、どラがねぶいぶ い

本種は和歌山、鹿鬼島、顧井.新潟.編島氏殺生す其害又甚 tlしから

ず。

すぢとがお

本 種は報告によれば唯岩手に殺生せるも他の記載によれば函館.京都

九州に存するととを知らる。

郎、らラどとがt.

本種は長野、東京、新潟、秋田、 I 石川、山形及び北海道民生じ地方に

よ b有害なるものな b。 記 載 に よ れば又九州にも産すO

なへど ζ あかとがね

本種は秋田、岩手、東京、 山梨、長崎に鞍生せ 90 又九州にも存すO

と'ctいろとがお

李種は香川、梶木.長野.静岡 lζ 費生せ 90 皐名明かならざれど Serica
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japoni個 Mots.ならば又北海道及朝鮮にも産すO

ながちゃとが砲、きいるとがね、き zが棋

本種は北海道、山形.梅木.長野、静岡 lこ産し著し 3有害者る種類の

一本 90Lewisの採集には肥後、長崎.横演の記載あるを以℃某卦布北

海道よ b九州 tζ 及ぶもの、如しO 本種に就きては後章詳記する所ある

べL。
以上の外一、二の府牒よ bは上記以外の種類比就きて報告せるものあ

れども其名稽のみを以ては種類を剣定し難〈又被害の度も著しからぎ

るを以て一々之を事げずO

とがt.む L類の俗稽は甚 1i多〈地方によ bて稿々異なると錐普通に共

通せる名稽を事〈切ればとらむしあぶらむし、かt.む L、かん租む L

ぶんぶん、かはむし等な b。幼最即ち麟自習は、す 4 も或はj"~もむし

と解す。其俗稽にはがっと、がっ た上ぢむし、おき Pむし、ごとごと

むし.ごとむ L、 しろむし、つほむし、よとむ L、の晶ぢむし、のw
~、 L~ じ(号 l 阻人にゆラど上しらとむし、十五日むし等あ b 。

第四章 とがおむしの轟林に劃する被害の関係

とが血む L類の被害/-;.大体に於て成識と幼患とに区別するを便在 bと

す。成識は樹木の葉音I~ を食し甚だしきときは軟弱なる樹皮部氏及ぶ乙

とあ b。幼患は土中にあ bて細根及 び 皮 部 を 食 す る も の に し て 其 害 著

しく大な b。町して被害の度比闘係する種 φの要件に就忌℃は各地の

報告による所を左に詳記すべし。

一 、 樹 種 すきとが棋は其義生匝域最も大なるとと前章之を述べたる

が如し。而して其成識の被害樹種は杉を主とし属柏、赤松、落葉松、

黒松の順位攻 !Jo 執れも葉部を食するものにして多〈は古葉を好みて

食するもの L如〈松は其葉の先端の一部を食害するが如 L.o 落葉松は

上部の新葉よ b漸次下方に及び一時線葉を見ぎるが如き観をなすとと

あ b。然れども其被害匝域は甚だ大在らずして少 sは僅かにー町歩二

三本に止ま b他は群賦に林木を食害す。橋氏杉.落葉松江於て一議林の
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金部に被合を及ほ.したる乙とあれ然れども之が震に会《枯死を来し

た る も の な し。幼識は苗聞に接生し其被害度成識よ b多く最も著しき

は七割の一年生杉苗の枯死を生じたるあ t(新潟聯加茂農林事枝)。五割

以下の被害地に歪ては甚?さ多しとすO 樹 種 は 叉 杉 に 最 も 多 く 扇 柏 之 に

次<"。或は杉に稀にして属柏 tζ 多き地あ H愛媛職北方苗岡高知騒黒川

苗間)。其他松、落葉松等之れが害を受け潤葉樹は甚 tl稀にして儲類(鹿

鬼島石坂苗圃)。棟岡山牒建部苗圃)，栗、漆樹(編井勝苗圃j等あるも其被

害は甚し〈大志らざるが如し。

とふきとが鼠即おほすぎむしに謝する諸地方の害は多〈は幼轟の被害

なるも一二の地方に限 91:著し s成患の害を報ずるものあ !>o 山口

勝佐度民有林に於℃は杉の樹葉を食 し甚しき時は些かの青色を止めぎ

るに韮ると云以高知牒安聾郡の一民有林に於℃は杉林に磐しく殺生し

一時枯肢を呈 したる乙とあ bと云ふの二例代過ぎず。然れども元来お

tまず さむ しの成轟は群肢をなす乙となきを常とするを以て此二例の却

sは或は他種のものを喪 b認めたる か 或 は 特 に 例 外 の 現 象 在 る か 暫 く

ままに疑ぴを存す。成最は杉の外棒.橋類の軟葉を食するの例(鹿児島牒

大丸苗圃)あるのみ。幼識の害は又前種と同じ〈杉、扇柏、松.落葉松等

にし τ場所 に依 b杉を最とし(茨城勝山田苗間)。或は杉、馬柏に隈られ

たるものあ b。 澗 葉 樹 は 又 甚7さ稀にして栗(青森牒舶岡苗圃)に襲生せる

一 報告あ bしのみ。

tAt>>とが鼠は成品の害甚?さ少〈僅かに杉の枝端を食害せる伊IJeあるのみ

(梅木牒及び東京)。幼識は杉、属柏.落葉松の苗固に費生し名古屋、梶木、東

京等に於ては多少害あるが却し。

なへ ど と の あかとがお.及びぴら 5ε とがG(j.金〈幼識のみ害 kなし

杉属柏、落葉松を食害す。

ながちゃとがaは会〈幼轟のみ害をなし落葉松に最も多く松其他の針

葉樹にも多少の害をなす。

以上各種の例代よ bとが鼠むし類の成識は主として針葉樹を害するが
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如きも澗葉樹 t食するもの叉少からず。例せばき<.:，とがねの楼其他の

澗葉樹の葉を食するが虫nLo 然れ Eも森林としては認むペき害在きを

常とす。幼識は叉殆 E針葉樹のみに限らる¥と解すベ〈一般に杉、扇

柏の害最も多く落葉松、松等は地方 ;ζ よ b特種の金亀子氏よ bて特に

著しき害あるを見る。

二、被害樹の年齢 苗聞に於℃幼患の被害 iま播種地の一年生の苗木氏

最大にして突で二年生苗木を食害すO 而して三年生苗木の被害に躍る

ものあれども多くは此害に劃する抵抗カ強〈概ね根復し得るを以て隈

令喰害せらる、も一年叉は二年生苗木の如〈大在る損失を蒙る£稀な

れ二年生に於ては多少食害よ b慨復するカあるも一年生苗木は殆ん

ek<枯死するを常とすO 三年生以上の苗木にてとの害を蒙 U るは極

めて稀在 b。林 地 tζ 於ての被害は成最にして七八牛生よ b十四年生ま

での林木 lとして其の葉を慧食せらる、もの多し。而も稀民三四十年生

のものよ b六七 十 年 生 の 林 木 に し て害せらる、乙とあるも此等 1;被害

程度僅少にして恐るべきにあら子。又林地に於ても幼識の被害はなき

にもあらざるも七八年生以上の木』ζ於ては外見上其の被害木は他の健

全 樹 と 見 升 け難 Lo 犬 E二年十月札幌藻岩山南麓の造林地に於て十二

三年生の落葉松十本を掘 b て之を J験せ L~ζ 多きは一本に付百十除匹の

ながちゃとが砲の幼轟棲息するを認めた b。叉庭園培養いちぬの揖齢

樹の根部に群集せるものあるを椴せ b。故に株木或は果樹等にしてと

れが害を被 bながら知られぎるもの勘少意らぎるべし。此が震めに生

長量を減ずるの損害を計算せば蓋し驚〈可 Sものあらえ。而して叉圏

構に用以たる 落葉桧の之が錫めに枯死せるもの少在からぎるは札幌地

方に於て屡ゃ賓験する慮ま ~o

三、被害の時期 被害時期はとがおむ Lの種類及地方によ bて多少の

差異あ bと睡も苗聞に於ては概して四、五、六月及び九‘十、十一月

を最とし.殊に九月頃に於て甚しきを見る。林地に於ては七月及()¥八

月に成患の被害多し。成品の害は多くは六月頃J:~八月末迄に過ぎぎ
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ると錐幼患の被害 iま前連以外年中多少の食害を織績するもの L如し。

昨年十月よ b本年六月，t.至るまでの賓験の結果に依れば厳寒と錐も食

害を能績せるものあるを認め 7己れば在，'~ o 只其梓ー度の僅少なるのみ。

問、被害 tζ 劃する樹種の抵抗力ハ既越の如〈成識によ bて生ずる害は

一時枯色を呈する乙とあるも%<は金〈枯死する乙と意し唯其棲育を

損せらる、のみにて再び被害を鍛復 L得るもの在 bo 落葉松内角1~は

犠復力甚 tl強くして屡 φ甚 7ざしき喰害 k被:bR.る林木も次長李氏於 τは

再び健全まる 生 育 を 在 す を 見 る 。 幼掻の害はすぎとがおの如き は一年

生の苗木を金〈枯死せし Uるととあ b。二、三年生に於いては者第に

其拡抗力大とな b僅少の害に劃してはよ〈之を骸復す oz.とを得。殊

に温暖なる地方に於ては生育期間大なるを於て被害部の上方よ b髪根

を費生し恰も根部を算定せる如き牒態を呈す(鹿児島高等農林皐按苗圃L

おほずさむしは其殺生の数少きが如きも各個の被害は大在るもの、如

Lo 播種床に於 τー壷夜に一個の幼識の及ぼす被害は約一尺五寸四方

に及ぶといふ(青森牒舶岡苗闘)。ながちゃとがおの害に掛し℃は落葉松

の被害甚 L~ ものあ b 其度に就きては後寧に詳説する所あるべ Lo

五 .被害地の地勢 報告書に由るときは苗圃被害地に於ては平坦地九

十ーに劃して傾斜地五十二の割合在るを以て平坦地の方蓮に被害多 S

が如 Sも絶割に然か云ムを得ぎるベし。是れ苗簡としては傾斜地よ b

も平坦地を多〈使用すればな 90 林地代於て成轟.の害は平坦地こに費

して傾斜地二十四の割合に℃傾耕地中北面せるもの玉、東商問、西面

閥、南面二、東北面二、東南面二、西南面こな b依って傾斜地に被害

多 sを雄知し得べけん。然れ Eも林地の被害は其例比較的少なき故に

今回の材料のみを以ては一概にしか論断する之と難しとす。

六.被害地の土性 幼識被害の費生せる苗闘の土性を各地の報告によ

bて見るに壌土三十一、砂質壌土三十.嘘士十三.植質壌土十一.粘

質壊士十二、植土十、腐植質塘士五個所 tとして其他火山地腐植質植士

磯質壌土、砂士、磯質植土、壌質植士、磯土.砂質嘘土、植質壊士、
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砂質植士、粘質士、砂質粘土、腐植粘土、粘土等の順序にあるが故に

該識は明かに轄棄まなる土性に好んで生ずる乙と多きを知るべし。林地

に於ても酋固に於ける如〈砂質壌 土を最も多しとし次に壌士、火山友

地、礎質壌土とし以下粘土質地にあるとと前に同じきが如 Lo

七、被害地土壌潟度 苗圃に於てほ趨潟地六十六を第ーとし精乾燥地

の二十三、乾燥地の十九、潟地十三、補潟地十の順序にあ 90是によ b

て見ると ~fま稿乾燥せる土地は梢模地の土地よ b も被害多くあるは明

かな b。 然 bと離も場所によ bては趨混地 tとして特に混潤地に被害多

s所二三ケ所 もあ bて賓 fC其 例 外多きを見るが故't絶望せにか〈断定す

べからぎるも乾燥地は模地よ bも被害多きは否定すべからぎる事貫主

b。林地に於ては趨潟地に被害最も 多 〈 乾 操 地 之 れ に 次 宮 議 地 の 被 害

』と橿るもの殆んど少なし。

八、被害地の輪作及び休閑の有無殆ん E大多数の被害苗聞に Lて休閑

を貴 行し っ、あるもの在しと錐も確に休闘は害識掘除に有効在るが加

し 。五 十公野小林匝署管轄の新潟牒米倉荷聞は開設以来連績使用せし

が犬正元年度比於て被害甚しか bし錦害識の接生せる部舟を翌二年度

に於て休閑せしに休閑地は三年度に於て該識の接生を見ぎ!>しと云ふ。

叉石狩園軽川造林曾枇に於ては休閑又は輪作せし所は他の然らぎる

ものよ b害 少な 主を 見る 。期 の事賓に於ては備将来の研究を要すべき

ものな b。報告中全部苗闘を休閑せしは二三ケ所にして→部分休閑せ

し所は約十ヶ所あ bしのみな b。他 lま連作し且つ輪作を行はまる所多

し樹種によ b輪作を在すは二十ケ 所内外にして又一部卦輪作をなすも

の五六ヶ所あ bと雄も其効果顕著在らぎ bしが如 L。之畢覧輪作樹種

作物の趨常まるものを得ぎるに基因するものならんか。黒松、杉、届柏、

樟を輪作する所あ!>(愛知特立農林串枝及鹿児島高等農林皐校)或は馬目

樫と扇拍と輪作する所あ b(香川D二年毎に農作物を耕作するものあ!>(椋

木)或は豆類を植 bしもの(踊島、秋田、新潟、小樽)等あ bと雄も良好果

を妻せしものあるを見ず。然れども輪作せき・るもの三十除ケ所、 連作
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を総額せる所四 十 二 ケ 所 の 多 き に 達するを見ても逗作法は被害多きを

想侮し得ぺきな ~o

丸、苗圃設立年 度の関係 苗固に於℃害換の被害の初め τ起るは設立

後二年目頃よ b最も多〈夫れよ b引継 3漣年被害を見るを普通とすO

首闇設立後九、十年聞の久しき被害を見ぎる如 S苗闘は稀有のととに

属すO 而して乏 の 調 査 報 告 に 表 は れたる被害の最も古きは明治二十五

年頃にして概 φ被害の度を増加し明治四十三年に至 bて 著 し く 殊 に 大

正二年代於て最も喰害の狽慨を呈するを見毛 O 以て該幼識加害は年 φ

増加する傾向ある事を置し得べ Lo 但し被害の麿に就ては年によ b多

少の差遣あるを常とすO

郷軍章 ながちゃとがおの性質

とが抱むしの除害を論ずるに先ち各 有害積の性質生飽及び其被害を詳

設するを要す。而して之等各種の外部形質を畢るは難き にあらぎるも

生強を研究するは甚だ至蝉在るものあ bo 放に著者等は北海道に最も

普通 に し て 且つ有害なるながちゃとがね P:よ bて之を究め除害の賓験

も亦是によ~ -c行ム乙左、せ 90 蓋し有害期 1~ る幼患の除害法の金u ~ 

は一般とがおむしに適用し得べきや必せ b。故に本章先づながちゃと

がおの性質を記述し実章之が被害に及ばんとす。

ながちゃとがお、きとがお或1:1きいろとがお

畢名 Heptophylla pirea Motsch. 

本種は松村博士及新島によ b PollaplollYx flavidu8 Wat.. (松村氏大日本害議

会書検穏二五四買、新島森休昆掻皐一六四頁)の撃名を附せる者代常れ

佐 φ木博士及新島の此の皐名即ち H('ptophylla pice8 Motsch. (佐 φ木氏日

本樹木害掻編下憲一六七頁、新島森林昆癒皐一六五頁)を以℃記載せる

ものは会〈・ glJ種の見最Sericariamimica l.ewil'l.在 90

成虫(第一版第四国)tt.体長卵形にして腹部の末端に向って朝令巾贋〈赤

褐色 lとして光潔-あれ遡鞘硝 φ黄色を帯び萌胸及遡鞘に賀赤色の短毛

を生ず。眼は黒色をなし胸部の背商は疎なる細黙を有す。麹鞘の上にも
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叉不規則なる疎黙あ bて梢令不明なる平滑の縦線を存す。前脚の腔

節には三個の鋸歯あ bて 後 胸 部 の 復面は長 5柔 毛 を 具 ふo 腹部は殆 E

平滑な b。鰯 角 iま雄は十節よ b成 b先端の七節聴片献をなし雌は九節

よ b成 b臆葉片は五節な b。聴葉片の長さは.雌は雄よ b小 tとして凡者

其三分のこな bo 雄の稜脚附節は其臆節よ b長〈雌は殆ど同長老tb 0 

体長三分五厘 乃至四分あ 90

¥叫平
ながちゃ ζj~ ねの鯛角

Mo凶 huIskyの記載 (Et.Ent. 185i. 33.)によれば此麗の嫡角は十一節よ b成

b雄の鵬葉片部 七 節 と し E.v. Harold (Abh. Brem.18i6. 124ー 125.)は之を訂正

し て 鯛 角 の関節十節臆葉部を六節止せ b。而して本標本を之等の記載

と比較する時は鯛角に闘するもの、外他の性質に於て金〈相一致する

を見る O 恐ら〈は推の鯛角第四節は聴葉片として最も小形在るを以て

Harold は 之 を臆葉片の外に置きたるなら A。故に著者等は本種を此畢

名を有するものと定めた b。

幼轟(第一版第六圃)は友白色にして各節数個の横鍛を有し栂色の短毛を

生ずO 頭部及脚は濃褐色にして尾端少〈黒色を帯び脚部 li褐色にして

第一節 の 硬 皮版又黄褐色をなす。其雨側に三角形の硬版あ b。 生 長 し

たるもの大 3約八分あ bo 金範子科の幼最は概ね相近似せる形態色揮

を有す。而し℃各種幼轟の細密なる匝別勲 tζ 至 !>-cは研究の材料乏し

〈之を定むる乙と難し。
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踊(第一版第五園)は白色にして梢黄色を帯び成識に類せる形を有し土中

に作られたる略ぼ靖国形の空網中に存し其附近に幼識の脆皮殻を存す

るを常とす。体長約四分五厘あ ~o

卵子は白色に し て 少 〈 青 昧 を 帯 び 鞘今楕園形をなすO 其 短 径 約 三 厘 六

毛長経約四厘にし℃散黙朕に地中約三四寸の B震に産附せらる。

な がちゃとがおの経過を国示する時 は 左 の 如 し

三月|四月|五月|六月|七月|八月|九月|十月|十一月|十二月

第一年 h-;.I -I -I -I -1 -
第二年 ーL:I…|

即ち成患は七月上旬よ b中旬に接生 し 直 ち に 交 尾 産 卵 を な し て 死 すo

卵子は二乃至 三 週 間 に し て 解 化 し 幼患を生ず。幼晶 li地中に於て食を

採 b十一月初旬よ b次第に深〈地中氏入 bて越年し四月頃よ b再び其

食を採 b 六月上旬よ b 踊となる。踊期は約三週間在 ~o

成識は其接生 時期に於て地上に出て高〈飛揚する之と在〈地上に近〈

雑草苗木或は生離の下枝等の上に於て交尾し綾再び地中に入 bて産卵

す。 成 最 の 費生する時刻は甚だ短かくして所調黄昏の時な b札幌に於

℃は凡を午後六時よ b八時迄の聞にあ b。而して其飛力の弱 sが露風

によ bて開放地よ b垣根の如き障害物の方に l央主付けらる、事多し。

即苗闘の生離 の附 近の 加さ は最 も多く此成識の集会する所在 bとす。

成患は産卵後直ちに死するものにして金〈食を取らざるもの、如し。

産卵は一所に塊肢をなす乙と無く散勲肢に地中約三四寸の部氏最も多

く存す。一雄識の有する卵子の教は約三十二個あ ~o

幼最は卵子よ b解化する時 IC.於ては 体 白 色 に し て 唯 頭 部 褐 色 を 帯 ぶ る

のみな b o 七月下旬其大 ~を計 b たるに約一砂二厘を有せ b。此幼識

は次第に植物心 根 部 主 食 し て 生 長 し九月下旬に於 τは体長約六畳・三厘

とな る 。 此 時期までは其形状胸部の関節稿 φ太〈腹部痩形をなす。十

一月下旬に於て約八卦に遣す。之れ幼畠の充分成長せる大事にして踊
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期 tζ 至る ま で殆 E錘ずる乙とまし。只六月下旬充分成熟せる時は体精

肥厚し其色寅白 と 在 b尾端の黒色部も消失すO

幼患は普通夏季に於ては地下約三寸の所に存するを常とすO 唯其食と

する植物の根部の深洩によ b多少の差違あるものとす。而して多季の

近くに従ぴ深〈地中氏入るものな b札幌農科大串苗圃に於て測定せる

結果を表示せば左の如し(別記曲線圃奉照)。

虫 ノ 深 サ

測定 時 日 地下三O糎ノ:地温
〈援兵) 最 浸 平 均 巌 深

年月日 度 増
?68 

縄
大正 31024 II.35 1.00 II.oo 

同 .3 10 31 9.40 2.00 8.34 11.00 

関 3 II II 8.45 2.00 7.57 16.∞ 
同 .} U 18 8.75 2.C旧 7.05 16，c旧

同 3 II 26 6.∞ 2.00 8.60 18.00 

同 3 12 11 3.40 1.0::> 15.37 25.∞ 1 

同 3 12 24 2.20 4.∞ 18.61 321∞ 
同 4 1 18 0.75 8.∞ 14.45 22，00 

同 4 131 0.30 5.∞ 18，03 29.∞ 
同 4 2 17 〈ー) 0.10 5.00 16.56 23.∞ 
悶 43 1 0.15 4.00 12.80 20.00 

同 4 3 14 0.00 3.∞ II.C由 241∞ 
同 4 328 0.40 6.-x> 9.70 16.∞ 
同 4 4 11 0.60 2.00 8.00 15.'∞ 
同 4 426 4・95 1.00 6.70 16.，∞ 

同 4 5 13 7.60 1.00 9.30 15.∞ 
同 4 5 26 9.25 1.00 8.20 15.∞ 
同 4 6 16 14.50 5.∞ 8.40 13.∞ 

元来とが鼠む Lの幼最は晩秋或は初各よ b地中深〈穿入して越年する

乙と就に認められたる事賓にして歓洲に於ける最有害者る Melolontha.

vnlgaris. I~. の幼最の如きは填園 t乙於ける調査によるに土地緯度の差或

は気候によ b三 O万至五 O糎或は備以上深〈地中に入 b翌春三四月頃

再び地表に近〈出づると云ム。上記ながちゃとがおの幼識に劃する賞験

は大正元年十月二十四日よ b大正四 年六月十六日に至る期間落葉松一

同 床 替 地 に 於て賓行せるものな b。其結果の示す所は気温の低下に{宇

以て愈 φ深〈土中氏入 b其位置を連結すれば殆ど平均気温線と同曲線
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を悲し十月二十四日十一糎よ b漸究下降し十二月に入品て急激に其探

遣を増し二十四討に入 bて最深三十二糎とまる再び次第に其深 3を滅

じ五月下旬に至 b幼最の踊化せんとするに及び其最洩線と最深;線と相

按近し来るを見る。然れ E も土性土壌濃度等によ b 其深~を異にする

は明氏して他の賓験の錦め黒色櫨質壌土を六 O糎の深 3まで充たした

る場所に於「じは一月三十一日に於℃四回糠の深さに下れるを認めた b。

猶幼最の寒気代聖せする抵抗を知らんが矯め大正三年十二月中"別の賞駿

を試みた 90 即ち直径五寸の鉢十二個を取 b試 験地 の積 雲三 二糎 を除

却し土壌を掘 bて之に充し表面を竪 〈 手 に て 歴 し 幼 識 の 健 全 な る も の

を鉢毎に十疋を放置し各時聞を異にし寒気に曝露せ 90 而して之等の

幼最を観察するに五時間の久しき寒集中に放置するも fl可能〈活動し土

壊の表面軟なる時は直に之に穿入し七時間寒気に曝すも死する屯のな

し。次に幼最を鉢内の土中に埋め各鉢を室内に入れ翌朝午前十時之を

検せしに鉢内 の土は夜間の寒集によ b大部分凍結し唯夜中央に毒事大の

不凍部を穫留せるのみな 90 然れども 幼 識 の 死 せ る も の は 甚 だ 少 〈 活

力指盛在るものを見た b。其結果を表示すれば左の如し。

鉢ノ 上幼テノ時虫給ュ匹乗間チ捕セチ鉢獲γ際γ ノ 後無試験鉢二国幼中民露虫=場セチ型Vメ車 空集中
寒鍛曝γ束露時間三セ I 鉢放Iv毒室置剤中費内セ=主入= ，レ (寒気ノタ)ノ温度 備 考番竣

t揚氏}
メ脅Eセγ

タ11'時 幼虫盟主
時~ 時あ 度

24時 0易51l E 午前 9 15 午前 9 45 1.2 I 死体積々褐色チ曇ぇ

z 同 9 17 同 10 17 1 00 23 43 I 

3 同 920 同 II' 20 200 22 40 o 

4 同 9 25 同 II 55 2 30 2206 。
5 同 9 33 午後 o 35 3 03 2[ 35 z 

6 同 9 43 同 1 3S 3 35 20 30 E 死体黒色チ義正

j鉢強筒JE体土グノ魅細黒中色セ= ρ手ノ平三テ町ナ唱
7 同 9.48 岡 1 48 400 2" 12 z V 宅ノナル=掬ラズ

1 山チ曇元朱7/11"f見 3レ
体累 弐

8 同 9 35 同 220 4 45 2 死体黒色チ曇Z

9 同 9 55 同 2 55 5∞ [9 05 E {~体制色チ曇弐行衛不明一

10 同 1000 同 4日コ 6∞ 18∞ E 死体紫色チ曇ぇ

II 同 10 [0 同 5 [0 7∞ 1660 z 
|{;醐体提…' 色チ曇z

12 同 叫:.30 午前 10∞ 2200 10 00 10 体ノ島々=累積斑憾ノ:年在
テ死セル宅ノナ甲
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即も本試験によ bては一章夜放置したるもの L外は 死せ るも のな lo

以て貴.11何に此幼識が寒気 ;ζ 脅する抵抗力の大なるかを知るべ lo

踊は成患に似たる裸踊にして内面平滑なる槽凶形の ~i問中氏存し周閣

の土壌は梓iφ 固結せらる L を常とすO 故に静かに掘 b取る時は之を土

壌と共に取 b出すを得ペ lo

第六章 なが~やとが棋の被害

ながちゃとがおの害 lエ既述の如〈北海道以外の諸地方に於ては甚・しか

らぎるも本道に於ては至る所森林苗闘の此害を被らまるはな Lo 而し

て之が分布は本州四閤よ b九州民至るを以て精細在る研究を在すを得

ぱ恐らく猶多くの地方に此被害を見出す之とあらんかと考察せらる、

在 b。

ながちゃとがおの被害 iま落葉栓 lζ 最も多く濁乙塵檎赤松、椴松等之氏

次〈五潤薬樹力苗木は幾持方、其椴郊を食 3 る、之とあるも著しき被害

を認めたる乙とな lo 成患は本皐首聞に於て観察せる慮に由れば金〈

害在 3が加しc 或は成品が針潤雨葉樹を害する之とあ bといよ、地方あ

bし も 恐 ら<I;t諜 b在るぺしO

被害苗の年齢は第一年比於ては其害最も多 lo 即も未 1i多〈の側根を

生ぜぎる車ーの主根を切断せらる、 を以て被害首は悉〈枯死す。第二

年に至れば梢令其抵抗カを加ふ。落葉松は比較的抵抗力強きも其細根

を喰以諜~れ主根の上部迄剥皮を攻 3 るる時は枯死するに至る。赤松

其他の二葉松績は第二年に於て稿 φ 快復力を増すも其度は落葉栓 ~t 及

ぱ ず。濁乙塵檎機栓 iま第二年に於 て 其 成 長 向 少 〈 根 部 も 大 意 ら ぎ 5を

以 τ被害り抵抗力甚だ少 lo 第三年に至れば落葉松は著し〈慨復カを

増加す。然れ E も f，\・7 往 φ 枯死するものあ ~o 叉既に植出せる大在る樹木

も此幼識の錦枯死する之とあ ~o 即札幌附近代ては七八年生の生垣用

の落葉松にして幼掻の錦根苦1)を喰害せられて枯死するもの少からず。

幼患 の 小 まる時は主として細根の部を食するのみ在るも精 φ大在るに

及んぞは度部を喰害し甚 7ざしきは地中にある幹部の下まぐ金〈悲，I}皮を
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1:すに至る乙とあ T(第一版第一乃至三国及第二版)。被害首は成長衰へ

其葉は固有の線色を失以夜第に責務し落葉松は迭に褐色に麓巴濁乙磨

檎は落葉をなすに至る、甚しき害識の接生を受けたる部舟に於ては二

年生落葉松一本の根部氏十個以上の幼晶を見る乙と稀な bとせず。

本皐首閣の被害地に於ては約一本に到し平均四匹を認めた b。

被害の季節は幼患の瞬イとしたる後八月上旬よ b九月下旬に及び翌年四

月よ b五月下旬に至る。前年比於℃は九月中よ b十月上旬に其被害強

〈後年に於ては五月中最も甚L..o

第七章 既往に行はれたるとがねむしの騒徐法

とが抱む Lの駆除法は各地其法を異にし又同一方法に由るも効果の等

しからぎるものあ b。之れ其地方の閥係の異なると賞施の方法の同じ

からざるとがねむしの種類に差違ある等に由るものなるべし。然れ E

も此等の健件を明かに比較するは不可能事に属するを以て暫ら〈報告

書の記せる慮に従 r.A.c之を銭し且つ 今同の紹介氏答へたる者にあらぎ

るも既に貫験せられたるは此を加へた bH-lし本撃に於ける賞験は後章

別に之を記述せ 90

第一、林業上 の 騒 除 法

林業上の駆除法と稽するは一般に苗闘或は林地に於て幼樹及森林の撫

育に伴仏行はるベ s除害の方法を稽するものな b。

一、瀧翫浸漬法 此訟は現今欧米諸閣に於て農地及び苗闘等に行はる

、方法にして通常なる時季に於て水を之等の土壌に浸充せしめ地中に

ある幼虫を窒息死滅せしむるものな 90 此方法たる水利の便ある地勢

の卒坦在る苗聞に於てのみ行ふととを得ぺし。

二、型入法 晩秋或は初各氏於て鋤鍬等の農具を以て苗闘を耕起し害

虫の重量伏所を捷搾し一部は之を魅殺し他は寒気比露出し℃凍死せしめ

或は鳥類に啄食せしむるもの攻 b。耕起の深 3は稿。大なるを要すO

又越年後二三月頃は害虫の運動遅緩なるを以て其時期に於て行ふも可

な9(鹿児島、徳島、茨城は有効、或は輔有効愛媛、長野、滋賀、奈良



(却)

鹿児島にては無効)。

三、魅殺誌 土中の幼虫を塵殺するものにして土塊破砕器、整地板、

縛塵器等によるものにして平坦な る 土 地 に 於 τ最も有効な9(鹿児島に

で行はれし蕗あるも無効)。

四、輪作法 虫害に擢 b易 き 樹 種は之を同一苗聞に連作する時は其被

害盆今大在る傾向を表はす l:t-兎れぎる所在 bとすO 故に此危険ある苗

聞にては二三年間毎に被害の少 S樹種と交互に栽培するを可とす。嬬

種苗圃は連年使用せずして休閑法を取るを可とす(梅木隔年農作にて有

効、宮崎笠科植物播種にで有効、群馬福岡休閑有効、扇島輪作休閑無効)。

玉 、 肥 料 利用語 苗闘の肥料として 特種 の物 質を 用ふ る時 は或 は之 が

産卵を防ぎ 或 は 之 を 駆 除 し 得 る 乙とあ b(石友窒素を用 μ 京都有効、岡

山無効.肥料殊に堆肥を施し健全在る苗木を仕立℃鹿児島長野有効)。

(イ)鶏糞を肥料とし℃用ムる時には其量多きに従以幼虫の被害最も少

しと云ふ(愛知にては坪三升まで多喜に従仏有効、熊本にては無効)。

(ロ)播種又は移植に先だち消石友を撒布する時は被害を滅じ得ベし(岩

手にて蹄百 万 歪 百 二 十 匁 を 用 以 有効)0

六、移動首闘を用ムるとと 定置 苗聞は其年を経る乙と大なるに従日

虫害の増加を来すものなるを以て成る可〈移動苗闘によ bて 苗 木 の 養

成を計るを可とすo 報告によれは すさとが抱被害苗間中設定年度と被

害の始ま bたる年度との明かなる もの二十に就て見るに開墾嘗年よ b

せるもの三、一年後一、二年後四、三年後四、 四年稜三、五年後一、

六年後二、七年綾二、な b。之報告 者 の 被 害 を 認 定 せ る 度 に 依 て 異 な る

も嘗年よ b殺生せる者の外は二三年を経て殺生する事最も多きが如し。

七、造林上の防害法 造林上健全在る林木を成立せしむるととは最も

虫害に劃して必要なる僚件なるがとがおむ L~乙就 s ては特に左の黙を

注意すべ Lo

(イ)金亀子の幼虫は比較的多提言の地を好まぎるを以て森林は其欝聞を

密 に し 林 地の損気を充分ならしむる を 要 すO 之が錦に植樹の距離は比
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較的容ならしむるを可とすO

(官)植樹の方法として穴植を用ふる時は叉模集を保ち之を防ぐ、効あ b。

(...、)大商積の皆伐を行よ、時は土地を乾燥せしめ之が繁殖を来さしめ易

きを以て小面積に限るを可とす。

(ユ)大面積の車純林はとがおむ Lの種類によ !J1:は其急激主る繁殖を

導き易きを以て小面積或は混交林に費ずるを可とす。

λ、 樹 種 の 配置に依る方法 首木の移植に常 b害を被 tr~易 3 樹積を

中央にし然らぎるものを周囲に植栽する時は被害を兎れ得べし。

九、林内苗圃の設定 開放する士地は J最もとがねむ L幼虫の繁殖し易

きを以て林内 の小面積に苗闘を設くるを可とす。北海道渡島閥七飯苗

圃の報告によるに同苗闘の内周闇約二、三十年生の杉密林を以て固まれ

たる恰も林内荷聞の視を呈する如き部分は金〈此被害ましと云ふ。

十 、 産 卵 防 止法 苗床上に臭気を有する薬剤例へばターJl'を合有する

もの、如きを一平方米突に三百乃至四百克を撒布する時は害虫の産卵

を防 rz.とを得。

十一、遮断法 麻紗を張 hたる枠を作 b成虫按生時期に苗床を掩日成

虫が飛来して此慮に産卵するを防ぐぺ Lo 叉害虫の撃を生多き地の周囲

には講を城 bて幼虫の移動を防ぐぺし構の深 3はー尺五六寸以上なる

を要す(贋島熊本に τは有効、新潟にてはー尺の溝を堀 bナフタ 9 ンを

入れ有効、東京.熊本代ては無効)~

十二、苗闘の闇靖氏注意すべきとと 苗悶の周聞には生擁を用ふる z

k多し。其樹種によ bては或は害虫を 誘 致 し 或 は 之 が 潜 伏 所 と 在 る を

以て之氏注意するを要すO 例せば北海道に於て用以らる、落葉松の如

きは最も不通営者品とすG

第二、 人工的防害法

人工的防害法と稽するは人工的の施 設を苗闘或は蘇林に行以て害虫を

防除する方法を云よ、。

一 、誘穀法 誘殺 f去に種ゃあるもとが抱む L~と醸用し得るもの左の如
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Lo 

(イ)燈火誘殺法はとがおむ Lにも種類によ bτは之を騒用し得ベし其

誘蛾燈は完全なる装置を在すものたるべく種類によ bて設定の高さを

異にせざる可らず。高く飛揚せぎるものは、成るベ〈低〈するを可とす。

場合によ b燃 b易 3材料を以 τ一等火を焚くも可な b然れ Eも之をすぎ

とが刷、危がちゃとがおに試みたるものは効な主が如し(佐賀、岩手、静

岡、青森、山口、北海道に行 iまれたるも背無効、朝鮮京畿道にては有効)。

(ロ)害虫の好める植物例へばくろば‘ほ 12るぐ、さ等を XIJb l~ b亜枇酸を

混じ苗床の 聞に撒布し置〈時は害 虫が夜間之を食して鑓死する乙とあ

bと云よ、。或は米糠に亜枇酸又は他の蹴素剤を混じ水を注ぎて糊肢に

な し苗床の間或は播種前耕起せる床面に撒布して置く時は同ーの効あ

bとすO 前種は欧米の大国重量場に大規模に行はる L ものな d(千葉に於

て糠と亜磁酸を用以たるも無効、 新潟にては草 t乙亜枇酸を混じ用以無

効)。又とがおむしの好める馬鈴薯~.;按等を播種し又は堆肥等を埋め℃

誘殺する乙とあ b(朝鮮金繰北道にては稿有効なるも他の地方にては無

効)。

(...、)潜伏或は産卵の場所を設け成虫を誘致するととあ b. 即ち憂稗乾

草或は生草を堆積し置く時は之に 集まれ多数の産卵をなす込のなる

を以て時期を誤らず.集来或は産卵瞬化するものを捕殺す。此方法は

諸所に行はれて有効なるもの在1)(鹿児島 ~C. -cは馬糞に℃、秋田にては

士及雑草の下 't、宮崎 l乙℃は J馬糞 l乙米糠を交へ叉同所 l乙て歩道に~.;

惨を置く、 新潟にては落葉を苗固に 入 る 、 文 米 糠 を 種 油 t乙℃焦 b床地

tζ 線肢に撒布し乾草或は藁に℃被ふ、京都堆肥を入れ土に℃覆以、島根

蓮敷 t乙厩肥又は青草を敷く.扇島焦 bたる糠を雑草藁と混じ塵揮を作

る、山口腐朽せる雑草、熊本馬糞を周CA.顧問青草を埋め何れも有効或は

稿有効。高知腐朽せる藁を用 υ、山梨 l乙℃堆肥を用以無効)。

(~ )誘殺と反劃にとが血むしの好まぎる物質を用以又は好める植物を

除き℃之が集来を防〈、、乙とあ b(朝鮮金羅南道に℃苦棟紳樹の葉を輔さ
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込み有効)。

二、捕綾法 成虫及び幼虫を採集して之を殺す方法な ~o

(イ)網羅捕綾怯即ち成虫 t(事}し行はる L ものにして書間樹上に存在す

る成虫は之を受け網又は捕虫網にて 採集すベし。但しながちゃとが鼠

の負o~は夕刻のみ捕虫網にて採集し特ベし3 北海道十勝閤境餓道防雲

林の落葉松に撃を生せるすぎとがj1 ~ζ 射し午前九時宇よ b 午稜四時以後

木を振 b落し捕獲し七月世・八日よ b八月十三日の聞に人夫二百十二人

にて三十八石五斗八升の成虫を駆除すO 一升一千六百八疋にて総裁六

百二十一万三千六百六十四足な~(佐賀、静岡.熊本、朝鮮等にて有効)0

(ロ)打ち落し捕殺法即ち叉樹上にある成虫を早朝或は小雨の日に樹木

を振麗して落下せるものを捕殺するものにしてながちゃとがおもζ は臆

用し難し(ずさとがおに行はる、地多〈何れも有効な~)。

(..T、)赤手捕殺法即ち手を以て害虫を採集する方法にして成虫並に幼虫

に行はさ O 成虫、にはながちゃとがおの如き地上を高〈離れぎるものに

捕虫網捕毅法と共に臆用せられ、 幼 虫には苗木の移植或は首闘の耕作

に嘗 b行はる、ものな 9(又多くの地 l乙行はれ有効、朝鮮京畿道にては

春秋の幼虫捕殺有効、慶尚北道にて は除草の時約一二寸の所を堀起し

採牧有効 O

三、 幼 虫 刺 殺法 幼虫被害の蹴況によ b早朝竹串又は針線を以て士を

掻 s起し幼虫、を束'IJし殺すものにして人夫の熟練したるものある時は最

も有効に此駆除を途?るととを得(青森、鹿児島、秋田、宮崎、岩手、

群馬、大分にては有効、岩手に tは木片五六寸のものに多くの針線をつ

け土中に突入る鞘有効、高知針を用以無効)。

四、購入怯 採集せる幼虫或は成虫を一定の慣にて購入し或は懸賞~t.

J: b之が駆除を計る之とあ 90此捨は被害地の獄況によ b有効な 90即

ち甚しく虞 S場 所に於ては其採牧部舟的と在 b、或は取 b易き者丈け

を集むるの弊を生ずるととあ H漏島幼虫十疋に艶しー厘とし人夫 K賞

金 ξ して奥よ、苗圃五町歩にして多き時は十五園を要せれ熊本百疋に付
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き三鏡、群馬五疋ー厘.名古屋にては百疋ニ鏡、島根にては懸賞、北海

道渡島同上多きは一日千疋O

五、焼土法 焼 士 法 は 主 と し て 土壌中の殺菌をな 3んとする目的とし

て行はる L もの在るが叉とがねむ Lの幼虫脇除に効あ芯ものな bo 即

ち構氏六十度以上の 1温度を輿ムる時は此幼止を殺す乙とを得ぺし。

第三、薬剤的防書法

苗圃及び林木 tζ 封し臆用せられたる薬剤的駆除T象防の方法は略ぼ左の

如しO

一、石油乳剤 石油乳剤は主としてとがねむしの成虫に注射し之を落

下 せしめ捕殺するに用ゆるも叉十五倍万至二十倍氏稀薄せるものを幼

虫の駆除に使用するととあ b。又除虫菊加用石油乳剤は二十倍万至三

十倍に稀轄し成虫の駆除に使用す(鹿児島稀有効、他十ケ所は無効)。

二、除虫菊加 用 石 鹸 剤 酒精一合に除虫菊二匁を一章夜間浸し別に石

鹸二匁を水ー升に煮桃溶解したるものに加へ τ製したるものにして之

を十倍し幼虫駆除に使用す(岡山にては無効)。

三、ニ硫化表素 是も揮接し易主 薬剤 tとして土中に穴を穿ち之を滴下

し直ちに密閉し其蒸散によ b幼虫を 殺す もの 本 b。其方法とし τは一

平方米突に劃し六万至入個の穴を作 b四万至五克を注入するを要す(稲

岡有効.長野柏、や有効、福島朝鮮京畿道無効).:>

四、油粕及び煤合剤 油粕五合煤二升を水ー荷に溝合槍持し夏期土用

前後に苗聞に撒布す。本棚は幼虫を他 ~t 騒惑するの効あるも騒除のカ

なしとす(宮崎、岩手、効無し)。

五、枇素剤 蹴素剤として騒虫用に供せらる、は亜比酸鉛、緑色枇石最

も多〈用らるO

(~ )亜硫酸鉛は酷酸鉛百十匁亜敵酸曹達四十匁を水三石七斗に加へて

作るものに して植物を害する乙と 在〈害虫を殺すの効あると債の廉な

ると且白色にして能く認め得らる、が矯め食葉性の甲虫に膿用せらる

(朝鮮京畿道民〈は枇石亜硫酸錯に石友憂粉黒砂糖を以 τ水溶液を瀧注
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せるに末項枇棄と同じく有害、ー岡庭向，北道にては成虫駆除の鎗め亜枇酸

八十匁生石灰三百二十匁石鹸一貫六百匁黒砂糖三百二十匁水二石五斗

を混じ t注射し有効)。

(冒)緑色磁石は枇酸銅とも云以説素期中殺虫力の大なるものな b。又

是れを撒布して成虫を除<，ζ用以らる。然れ Eも其債は前種よ b高し。

(..、)亜硫酸は水に溶解し易き砥素分を合有し且其債格も低廉なれ然

れども植物を害し易き齢勲あ H秩困幼虫の誘殺無効、高知無効)。

(ユ)縫素を種子に混じて播下す。朝鮮京畿道にてー坪に四十克の割合

に℃蹴棄を種子に混じて用以たるに一部種子の接芽を害し叉幼苗の枯

死を来す術数年間同地に毒性を残すものな b。

六、青酸加里 揮援し易き毒薬にし℃最も駆虫の効あれ然れども植物

を害し易きを以 τ三十二必の青酸加里毎にー斗の水を加ふるを要す。

且溶解後直ちに使用せぎれば其効力を滅ず。但し苗木の上よ b漕注す

るときは之を害する乙とあ!J(朝鮮京畿道地表に近きものに劃して有効、

宮崎鞘有効新潟効無し)。
"*"ヲ lJl ，ν 

七、那不多林 叉揮様性に富み播種又は移植苗聞に耕転の際施して効

カあ b。ー坪に聖母し良質のもの四牙一瞬を用ゐて駆除の効あ~(鹿児島

山形、岩手有効、長野、新潟、青森、踊島、岩手、山口、東京、宮崎、高知、群馬、秋

田無効)。

八、明馨 明馨は害虫を殺すの効力なしと蜂幼虫の被害を防ヤに可な

b。即ち之が附着する植物を悪惨ならし U るが震な b。

九、毛 -IVス氏合剤(Mohr'sInsekt傾向本合剤は除虫菊二十 ~ì百精四十

万至五十匁碕砂糟十六万至二十匁を混合し一日後七合万至ー升ー舎の

湯を加へ二重夜放置したるものにして此十匁に石油十匁硝砂精十匁及

び水五合竿を加へて成虫の殺除に用ム。

十、石義酸 之が百万至二百倍の水に溶解せしものを鋸屑に浸し撒布

する時は幼虫を騒除し得べしと云ふ。

十一、大正騒虫剤 此ものは特民地中にある幼虫を騒除するに効ある
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ものと稽せらるO 「那不多林」を主とする~虫剤にしてー坪五合以上を

用ふるに非れば確貫主る効力なさが如し(鹿児島有効、長野積有効、秋田

無効)。

十二、食盤水 二〆ーセント食盤水を約坪四升の割合を以て撒布する

時は駆除の効あ bと云ふ(茨城有効、千葉無効)。

十三、 ユヌ;9 二倍万至四倍の水に溶解し之を坪ー斗六升の割合を以

℃苗聞に撤布す。其効力殆ど前種と同じ(山梨無効)。

十四、石友末 新鮮なる生石灰を幼虫の瀦化する前及び弱化しっ、あ

る時期寸乙各一同行ふものとすO 一町歩の林地及び道路等に一同に四十

キログラムニ同氏其竿を撒布すベし(静岡石灰乳剤有効、岩手除虫菊ヲ

加へたる石反乳剤有効、新潟石友有効、青謀、徳島、群馬無効)。

十五、煙草 煙草は之を粉末肢にして土中に混入せしめて幼虫を除き

又エキスとせるものを稀薄し注射して成虫又は幼虫の駆除に用ゆ(福島

砕葉八貫目ヲー畝ニ用ヒ最有効、椋木粉末、 山形煮汁共ユ無効)。

第四、 自然的駆除法

近時米園に於ては害虫の自然的駆除法に就て研究を進めつ、あるもの

多しと雄もとがおむ L類 に劃しては未 1i有効なるものあるを認 Uる能

は ず。本邦に於て亦膳用的に之を試みたる者ある無 Lo 故に本節には

唯自然的にとが鼠む Lの繁殖を制限する要素を列奉するに止まるのみ

在 90

一、温度

温度の低下がとがねむ Lの生活に関係を有するは明か在る事賓にして

成虫が無風温暖在るとき日中に於℃は最も暴動活濃在るも早朝、日渡稜

或は雨天の如忌稿や寒冷なる時期に 於て飛カ弱〈之が捕殺に通せるは

前捕殺 f去の部に記述せる如し。幼虫の寒気に望せする抵抗力の大なるは

亦ながちゃとがねに於ける貫験の誼する慮な b。然れ Eも越年の際は
セνチ

三十糎の深さ土中't降 bて 寒 気 を避け且つ強き低温度に曝露 3る、と

きは体面に褐色のま荏黙を生じて鎧死すO 故に幼虫を起多の際耕土によ
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b念激に寒気に鯛れし Uれば駆除の効あるべ Lo 叉天候による高極度

は之が生活に大在る影響在きも揖氏五十度の湯を以てよく幼虫を殺す

之とを得ると云ム。

二、 Z県気

潟策も亦成虫の活動を害し幼虫の生育を不趨常まらしむ。人工的飼育

中の幼虫に過度の潟集を奥へたるが矯めに舞死し首間内混気の停滞せ

る部の幼虫が地表に出て、死せるもの多きは著者等の賓駿せる底意 b

とす。故に之を膳用せる濯水法の如きは位置によ bて有効在るを信ず

る攻 b。
三、細菌類

本邦産のとが鼠む L~t 持する細菌の関係は杢〈不明に属するも外闘に

於て幼虫に寄生せる Bacillusgraphi加，sisKras. 及び成虫 ~t 寄生するBacillus

Septicus insectorum Kr回.なる者知らる Lを以て研究の、進{J~t 及びては其繁

殖に関係ある種類の見出 3 る、に至らん。

四、徽菌類

徽菌にしてとがねむしに寄生するとして知られたるもの四種あ b

Isaria dellS乱 Fris.(Botrytistellella 8a∞.) 

Isaria RlliwpMae Met. 

8porotricum globuliferum 8peg. 

Cordiceps 8inensis但erk.)

第一 の 種 類 は霊に自彊病を生せしむる菌にしてとがねむ Lの成虫に寄

生し最も普通在る者宅~ !>。大正四年五月本皐苗聞に於て二個の白粉を

被 bて籍死せる幼虫を得たるも其種類を詳にする能はぎ bき。嘗τ悌

閣に於ては白彊病菌を人工的に培養し害虫の駆除に試みたる之とある

も未 1i賓用に遁すべき結果を見る能はぎるな b。

玉、食虫動物

昆虫類中歩行虫科 Carabidae薩整科 Cicindelidae 隠麹虫科 8taph ylinidae等に

麗する食肉性の甲虫にしてとがおむ Lの幼虫を食する者あ 90 然れ E
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も駆除上如何在る度に関係を及ぼすかに就ては未 7さ賓験したる者在し。

Lほゃあぶ Promachusyesonicus Big.のとが羽む Lの成虫を多く刺食するは

明に認められたる事費なるも之が人工的に臆用せらる、乙と無L-o

鳥類中島、椋鳥、天鶏、賄、かけず、鶏、鷹等はとがおむ Lの幼虫或は成虫を

啄み叉家禽類殊に家鴨は好んで幼虫を啄食す。著者等は苗聞に於て貫

験中屡々雀群の幼最を啄食するを認めたれ故に之等の鳥類を保護し

或は耕土の際家禽を導〈等は幾分か駆虫の効あるぺしの

獣類中にも亦とが抱む Lを食する者あ b。犬はよく敷馴するときは幼

虫及び成虫を捕食せしむるに可な b。 狐 . 黄 鼠 も 夜 間 と が 鼠 む し を 食

し殊に煽幅は之が脇除に効あるもの宅t~ 0 又士龍、地鼠の類も多〈幼

虫を食すO

以上の外拠虫類に属する蛇類、 南棲類 R属する蛙、鰭除等のとがaむし

を食する者あるも其関係向ほ明か意らず。

第八 章 ながちゃとが抱幼掻騒除の賓験

本皐首固に 於いて賓験せる所は大 正四年夏期中薬剤的駆除法を主とし

て行以。大正五年夏及び秩に人工的騒除法を施せ b。之等の試験は未

tl完結せる もの にあ らざ るも 其方法と今日まぞに得たる結果とを左に

記述すぺ Lo 但し薬剤試験は之を(第一)(第二)の二種に分ちて施行せ ~o

一、薬剤的駆除試験(第一)

本 薬剤的試験の材料とし℃は営地に於て最も得易きものを撰び左の十

三種を定めた b。

一、石油乳剤

二、 ユヌry 

二 、 食 盟水

四、高層E製硫黄合湖

玉、二硫化茨素(八十五克を九黙に注入)

六、青酸加里(千倍の溶液)

七、大正騒最期
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八、煙草の「ヱツキス」

九、那不多林

十 、 熱 湯

十一、ニ硫化表素(五十克を九黙にピペットにで注入せしもの)

十二、青酸加里の粉末

十三、除最菊加用石鹸合剤

此外比較の~め薬剤を施~ '{るー匿を設けた bo

試験の方法は先づ第一斑よ h 第十三競 ~t 至る三尺平方の艇を作 b 地上

比 約一寸を出し地下一尺四寸を埋設し之に土壌を充たし自然の紋態に

同じからしめ 落葉松苗三年生一同床替のものを植栽し大正六年五月十

三日健杢在るながちゃとがおの幼識を放倒せり O 但し此時期に於ては

幼掻秋期に於けるが如〈活援民運動せぎるを以 τ鞘令 薄 〈 土 を 盛 bて

幼識を被覆せ bo 之に各脇語、剤を散布せるとと左の如 l-o

一、石油乳剤 石油乳剤の調製法は 先づ二合五勺の水を沸騰し之にア

イボ y-石鹸七 !JJ.五 分 を 溶 解 し 別 鍋に五合の石油を入れて熱し南液共

撮氏七十度内外に至 bて石鹸液を石油代混和し温度の降下せまる内に

手卿筒 を 以 て烈しく約十五分間混合し乳白色の濃厚液とな 3しめ之に

二倍の溢湯を加へ℃撹伴し然る後冷水九升七合五勺を注入し再び充分

に撹伴して石油字L:剤約十五倍液と在し之が二升五舎を第一競権に如露

を以て注加せ b。

二、 ユヌt9液 普通のニタt9 五合~7l<一升五合に溶し如露を以て第二

競拒内に撒布すO

三、食盤水 食盟を水に落解し十バーセ y ト液と在したるものをニ升

第三競権内に撒布すO

四、高暦製硫黄合帯] 本剤は和歌山牒伊都郡石倉合資曾祉に℃接貰す

るものにして之が原被を二拾倍に稀轄し其二升を第四権内に撒布す。

五、二硫化茨 素 本割の八十克を第 九競権内に深さ十五糎の穴九個を

設け℃注入し直ちに之を閉息して足 にて踏みかためた b。
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六、青酸加里 千倍の水溶液二升を作 b之を直ちに第六権内に注加す

七、大正脇最期 本郵!は名古屋市西匝菊林町平手鈴吉氏の製造費責す

るものにして主とし℃那不多林を配合す、之が粉末一合を其僅第七競

艇内に撒布す。

八、煙草のヱキス 本剤は大蔵省煙草専賓局の製造にして原液を五十

倍に稀揮したるもの二升を作 b第八競権内に撒布すO

丸、那不多林 普通の>>1)不多林十匁を第九!挽権内氏深 3十五糎の孔十

六個に埋設すO

十、熱湯 熱湯二升を第十競権内氏撒布すO

十一.ニ硫化決素 本欄 の五 十克を第十一競桂内に深 3十五梅の孔九

個を作 bピベヅトを以て注入し直 も に 手 早 〈 士 を 被 日 踏 み 固 め た bo

十二 、 青 酸 加里 本欄固体の粉末を第十二強権内に四元を深 3十五糎

の穴十六個に埋渡す。

十三、除最菊 加用石鹸合糊 本剤は 石 鹸 二 十 匁 、 除 畠 菊 二 十 匁 、 酒 精

一合、水ー升の割合にて製するものなるが賓行には穂℃竿を用以た bo

即ち酒精五勺に除最菊十匁を投じ能く振壷し一章夜密閉して放置し別

に所要の石鹸を薄〈創 b之れを水五合に入れて煮沸溶解し充卦溶解し

たる後、別器に移し之れに除轟菊浸出 i酉精を混合し充分溶かし ~gO 筒 lと

て 混 和 し 之れに四升九合二勺の水を加へて混合し此液二升を第三桂内

に注加す。

以上各種の藁波注射は三月十三日に行以唯十一競のニ硫化史素以下の

三競は五月二十九日 ~t 之を施せ 90 而して六月四日及び五日に之が成

麓を調査せεに左表の結果を得 12To 

灘 郷] 名 |豊富富|苗木=及(勝~ft:e.艶スル榔降雪ノ生存手|生存幼虫|死yホス彰響生存幼虫厳死体重fll!'J'7， Iν百分 平均傑サ均 サ

目 cm 
z 石 泊 乳 剤 5 告書 管 68 4 5・9 13.3 10.0 

2 ーー 11" ' s 無 害 71 7 7.0 17.6 12.2 

3 食 盟 * 5 害時 害 73 8 10.9 9.0 8.7 

4 高層E製硫 黄合剤 6 錦 害 64 10 15.6 14.0 13.0 

5 二硫化炭素〈八十疋〉 6 67 7 10.4 16.3 15.1 
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6 青磁加里〔水溶液〕 6 8.7 
cm I 

79 7 15.2 10.3 

7 大正脳虫剤 6 95 
。 。 15.7 

8 煙草エ少キス 6 85 1.2 16.1 15.0 

9 軍E 不 多 林 6 86 6 7.2 14.5 5.0 

(落タ葉グ黄
松ノ葉戸

10 熱 湯 6 色千曇 81 3 3.7 14.6 13.7 

II 二硫化炭素〔九十友〕 6 ス 89 7 7.9 13.7 9.6 

12 青磁加盟粉末 5 71 4 5.6 12.1 12.8 

13 除虫菊加用石鹸合剤 5 71 II 15.5 9.む 6.3 

以上の試験成績を按ずるに薬剤の錦に鍔死した bと認むぺき幼掻の数

甚tl少〈殆 E各駆最の殺なきが如 3朕態にあ !Jo 此 内 最 も 幼 最 の 死 せ

しもの多 3は除最菊加用石鹸合剤(十一匹)にして次は高座性硫黄合剤(十

匹)食麗水(八匹)な b煙草ヱツキメは僅かに一匹にし℃大正駆識剤を施し

たるものにあ bては金〈死体を接見せずO

ニ硫化茨棄の試験の方法は試験方法の際に述べし如〈三尺平方に封し

棒 の尖にて深志 十 五 粧 の 孔 九 個 を 作 b之に定量の薬剤を米突グラスを

以 て注入し宜ちに孔を塞げ b。然し注 入 の 際 課 bτ 孔の外に注下され

たるもの孔側にか、 b或は孔の底に 港せぎるものあ bたるを以て捕逸

磨槍三年生苗床地に於ける試験にはピペットを用ゐて注入せ !J0 ~れ

ば此薬剤注入の方法の不完会なる需にニ硫化衆素の毅カを殺がれしと

と砂少在らぎるべしと信ず。然かも此成蹟を得たるものまれば本薬剤

注入の方法 3へ其賞を得ばよく此以上の成讃を得る乙と必然ならんか。

叉食 盤 水 は 意外に好成積を表はし本 試 験 の 第 三 位 を 占 め た !Jor.::.ガ 9J

も可成 bの数果を秦し殊に本欄の錦生存幼識の地下に逃去せる平均探

3一七・六糎にし℃熱湯の場合よ bも深さは注目すぺ s現象な bとすO

熱湯に望号しては唯三頭の死体を得たるに止ま b殊に之の錦苗木の損せ

られたるあ bて本試験 R.於 τは良結果を得たるものと云ムべからず。

青酸加里の粉末は向一層孔を多〈して之を用ふればよ b以上の殺果あ

るべきや知るべからまるも到底水溶液とせしものに及ばぎるが如し。

大正騒議剤は唯地表に撒布し薄〈土を以τ覆叫しなるよ bーは使用の

不完金に基づくならんも幼虫の死せしものあるを見ずo ~れば大なる
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数果あるものとも認め難 3が如L-o

備本試験に於 て駆除剤を施 3ぎる程内に生存幼患の少 3は最も疑問と

する慮君るも生存幼最は敦れも他の試験桂内に生存せるものよ bも著

し〈世健にして動作敏捷活綾なるを認めた 90

二、薬剤的騒除試験(第二)

本試験は賓地被害苗聞に駆除薬剤殊 ~t 青酸加里、 二硫化表素、大正騒

議帯]を用以て其駆識の致果を試験せんとしたるものな 90 其方法は本

串苗圃四年生二同床替捕逸鹿槍 (Piceaexcelsa)の現在とが抱むし幼畠の被

害ある苗床に於て之を行以た 90 而して駆最剤の使用に就いては何等

特別 の装置をなす乙と在〈約そ本首圃の中央部に存する前記四年生二

回床替坪百四 十四本植捕逸磨槍の被害苗床に於いて相接績せる約四分

のー坪の面積を各試験地とし以下記述せる薬剤を左の舟量に従以て之

を施行せ b但し種の試験は凡て大正四年五月二十七日及び二十八日に

施，行せ 90

一、青酸加里液 青酸加里粉末四克を千倍の水溶液となし即ち二升を

瀧注す。

二、青酸加里固体 深志十五糎の孔十六個を穿ちて之れに粉末四克を

施せれ

三、青酸加里固体 青酸加里粉末五克を使用す他は前同様な b。

閥、二硫化表素 原液五十克を深 3十五糎の孔九個にピペットを用以

て注入せ 90

玉、二硫化農素 原液六十五克を前同様に使用す。

六 、 二 硫 化茨素 原被八十克を前同様に使用すO

七、熱湯 熱湯三升を地中に瀧注すO

八.大正騒識剤 本剤一舎を深 3十五糎の孔十六個に施せ b。

九 大正騒最期 本棚一合宇を前同様に慮理す。

十、大正騒最期 本期二合を前同様に慮理す。

十 一 、 除 最菊加用石鹸合剤 薬剤駆除試験第一三競同様に虞理す。今
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其試識の結果を表示すれは左の加し。

繋 榔i 試 司段 噸及幼町生存| 生 存 幼lMノi死体ノ|杭l捌虫生存虫死体 平均苦喜平笥~体
厳 重宣 納霊童虫霊童サ(覇空j サ(覇軍)空軍t百 分 間 日 貨

E 背酌加盟(荷主- 休) 116 48 68 9.7 8.3 5.9 17 

宮 t守齢加盟(固体内10 143 88 55 9.5 13.0 0.7 17 

3 背白書加屯(国体nl主〉 136 2 97 39 9.2 7.0 1.5 17 

4 二硫化民生宣伝(五十}¥) 131 2 27 104 8.9 7.0 1.5 17 

5 二硫化炭素(六十五友〕 94 8 26 68 8.6 7.5 8.5 17 

6 二硫化炭素(八十lC) 句 15 4 76 8.0 7.1 21.7 17 

7 熱 湯 100 2 93 7 8.0 7.5 2.0 17 

8 犬 E 駆虫剤(ー 合〉 96 。 74 22 8.1 18 

9 大正輝虫剤(一合傘〉 67 E 62 5 8.5 14.0 1.5 17 

10 犬:iE.虫剤(二 合〉 43 I 39 4 9.4 4.0 2.3 17 

11 除虫菊h日用石餓合剤(1.6升) 43 。 41 2 8.7 IS 

即も以上の薬剤中二続化茨素八十克の最、有数意るを見るベし。之に

実てニ硫化表 素六十克と青酸加里千 倍の水溶液とは敷果相伯中し他は

殆ど致果なしといふも可在 b。 然 れ Eも本試験に於て最も有数在 bし

二硫化茨素(八十克)に於 f すら只僅かに死体十五を得たるのみにて生存

搬に脅する死体教の百身事は二一・七バーセントを示せるのみ。放に此

等薬 剤 は 本 試験に於て騒除能力甚 1i徴弱にして殆ど駆除の教を奏せぎ

bしものと云ふべきな To 叉之を他の一面よ b観察する時は此賞験中

に幼晶の大多数は踊化せしを以て生死を排別するとと難〈錦めに以上

薬剤の殻果を亦絶体的に明かならぎらしめしが女.t'~ ~あ ~c 殊に大正

騒盛期(一合)友ぴ賓験第一に於て最も殺果の良好意 bし除最菊加用石鹸

合剤(ー升六合)の今回の試験に於ては一匹の死せるものなきは奇と云ム

ベしo ~れば只一同の試験成績によ b て云令するは柳か早計の識 b を

見る能はぎるも以上の結果よ bせば何れも殆 E騒識剤の数果なしと云

ふも過言にあらぎるな b。但し二硫化農素(八十克H~ 用以し場合には死

せるもの他の薬剤.t~も著し〈且生存幼轟の生存踊に劃して非常に多

きは尤も注目すぺきもの在 b。即ち本試験を始めし常時に於て該幼虫

ながちゃとがおは殆 E金部幼患な bしも試醸成績検査の際育問委加里、

大正駐車剤其他の試験地には殆 E大多数踊化し終れるを見nるが故在
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!Jo 是 れ 果してこ硫化茨素の錦めに起 bし結果な bや否や明か者らぎ

るも此聞に何等か関係あるにあらずやと考察せらる、在 90

三、捕殺駆除試験

本試験 l土叉本皐苗圏内に於て被害苗床を揮ぴ施行せるものにして卵、成

農及び幼患の三種に分ち℃之を施行せ !Jo

(ー)成量採集試験 成轟は七月上旬 1b接生するを以て此時期比於て凡

者一週間連績して毎夕黄昏よ b之 を採集せ !Jo 其方法は最初見議採集

網を用以て之が捕殺を試みたるも此識は元来飛カ弱くして雑草上或は

苗木の枝葉上或は生離の下枝に止まるもの多きを以て採取網に入るも

のは比較的少在 <.Ilつ之を網よ b取 b出すととに手数を要するが故に

人夫をして赤手之を採集し硝子瓶中に投入せしめた b其成積は一人民

てータ午後六時よ b八時まで約二時間二三合を採集せ b。即ち其敷千

二百五十一匹(一合凡そ四百十七匹)な ~o 此賓織に嘗 bτ は苗圃試験地

の面積に比し充分なる人夫を得る能はぎ bしを以て完全在る効果を事

， {~る之と能はぎ b き。但し試験地の面積はー町歩にして之氏従事せる

守人夫男五人女八人な上蓋し此方法は多数の採集者を得れば必ず好結

果を得ぺきな b。之が矯めには小児 或 は 女 子 を 用 ふ る を 最 も 可 な bと

す。

(二)卵子採集試験 本試験は七月中旬成識の殺生に績き t苗圃中の一部

， ~乙於ける主として落葉松の移植床の樹苗開を植鎮を以て三寸万至五寸

の漂~ ~ζ 堀 b て土中を捜索し散在せる卵子を採集せしめたるものな 90

其功程女一人一日に凡そ千二百五十三個攻 b。此方法は甚7ざし〈多〈

の勢力を要し困難』として且つ完杢に土中を捜索し悉〈卵子を採集する

事は不可能に属するを以て充分の成績を奉仁る事難し。

(三)幼最採集試験 幼識の採集は秋季樹苗の生長休止し之が堀取臨植を

絡は bたる際に於て行ふを便とするを以て周期を利用し τ試験を遂行

せ b。本皐苗 圃 の 一 部 氏 於 て 男 人夫を使用し鍬を以τ土 壌 を 町 嘩 に 耕

起し見出すに従って幼識を桶の内に集めしめた !Jo 其功程一時聞に卒
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均二坪に及ぶ事を得。即一日に八時間勢働し十六坪の幼識を採集する

之とを待。其採集せる幼轟の童文凡そ一日二千万至二千四百匹に及ペ b

此方法 /1幼最が土塊の聞に l譲る L ものあるを以 τまた根本的に之を除

〈能はぎるも大分は捕殺するに難からず。故に翌春再び移植の時期に

之を行J、時は著しく被害を除き得ぺきを信ずO

以上三種の捕殺駆除試験に付ては未1i其結果を完金に調査するの時期

まきを以て次岡の報告に於て再r..x之を詳記すぺし。

第九章 各駆除法の経済的関 係

以 上記述せる 如 く 薬 剤 的 駆 除 法 は 殆 A.e.'無効なるが如き結果を呈せる

も之を捕殺誌に比して其経費に如何なる闘係あるかは婚家の研究上調

査の要あるもの意 b。今賞験第ーに要せる薬債をー坪に聖母し計算する

ときは左表の如l"o 但し此債格は賓験常時の者なるを以て現時に於 .c

は一般に騰貴せるは明か攻 1)0 且つ之が施用の勢力は金〈計算に加へ

まるものとせ b。

競存 難 剤 名 債 要
笥償

考

同
同

E 石 iJII a 剤 石石鹸鍋ー一チ個r 018 原液チ二五升十培ノ=薄メテー 0.158 0.28 坪ー斗五 割 Z テ周7

z ーー 宵・ 一 升 0.c8 四倍=務メ坪ー斗ニ升ノ 0.240 
割エテ用7

3 食 睡 水 一 升 0，12 四倍 /7~:=' 溶割セル毛ノ:坪 0.360 
一斗二升ノ zテ用7

4 腐屋製硫黄合剤 ->I(y ド 0.25 四十倍二升=毒ノ事!割メタ市唱ノ;坪
ー斗 =テ周7

0.250 

5 二硫化炭素(八十j;() ->1("，，1" 0.65 一坪=付三ごOj(チ用 7 0.320 

6 育園富加皇水溶液 ーポy l" 1..35 水一斗ニ升=付育磁加盟 0.054 .01%ノi削=稀帰セ'
一八xチ加7

7 大正直 a期 一 貰 0.88 一坪=付五合ノ1割=テ用 0.176 
7 

{ーゅー斗十得豆二4 升坪4〆4けP 8 煙草.x ~キス 五会入一組 2.40 主十倍=薄メー坪ニ升ノ 0.190 市チ以テ ユ
翻=テ用7 用アルチ

9 司E 不 多 株 ーポY l" 0.45 ーポ....1"チ四坪宇=施ス O.IIO 

10 書長 湯 一 一坪ー斗二升 一

II 二硫化炭素〈九十翼〕 }喝!lY I" 0.65 一坪=付三六OXチ用7 0.344 

12 背陰加盟傍末一曲(y1" 1.35 ー主p-t-プピ実チ周7 0.048 

石除鹸虫菊ー粉倒一喝
fvF 0z..2E8 3 十倍=君事メー坪ー斗ノ割

13 除虫菊加用石曲色合剤 ユテ周7 0410 
アルヨホwーポ.....0.45 
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倫比較の矯め駆除の効果を其有効度の順に番競を附し債格は廉怠るも

のよ b順位を附し℃比較せば左の知し。

薬 剤 名 貧験効果順位 経 費 蹴 位

E 石 泊 乳 剤 9 5 

2 ーー 世・ ' 8 8 

3 食 睡 ホ 3 12 

4 高 歴 製 硫 葉 合 剤 I 9 

5 一 硫 化一 炭 素(入十友) 4 10 

6 背 酸 加 里 * 溶 波 5 3 

7 大 正 騒 虫 剤 13 6 

8 鍾 草 ニ己 ~ 
ヨー

ス 12 7 

9 那 不 多 林 7 4 

10 熱 湯 Il z 

11 一 硫 化 炭 素(九十瓦〕 6 II 一

12 背 回 加 里 粉 末 10 2 

13 除 虫 菊 カ日 用 石鹸 合剤l z 13 

即ち賞験上効果の第ーにある高座製硫黄合剤は債格に於て第九位にあ

b。之 に次 げる除轟菊加用石鹸合糊は費用の最高にあれ効力と債格

と略平均にあるは青酸加里水溶液在 bo

以上質駿第二に於℃要したるー坪賞 bの薬剤債格を表示せば左の如し

番鵠 議 州 名 阜 債 舗 要 |語 :1備 考

E 背険加里十六X水務波 ーポV ド
円

1.35 千倍=薄メテ用 7 0.048 

2 同 十六x国体 1.35 続放=打砕キテ周7 0.048 

3 岡 二十友国体 1.35 同 0.060 

4 二硫化炭素ニ00:1( ーポ;yl" 0.65 其鍾周7 0.200 

5 同 二六0:1( 0.65 関 0.260 

6 関 三ニox 0.65 関 0.320 

7 熱 湯 一 一坪ー斗二升

s 大 :iE.・虫剤閥合 一貫匁 0.88 一坪四合 (>.140 

9 同 六合 0.88 一坪大合 0.2II 

10 同 入合 0.88 一持八合 0.281 

Il 除虫菊加周石歯車合剤
石除歯虫車菊一粉個ーポy F 0I巧.18 

一坪ー斗ノ!割ユテ周7 0.410 
71レ宮市 1/，1ー量(....1"0.45 

而して叉効果と費用の順位を比せば究表の如し
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薬 殉i 名 貧験効果順位 車盗 費 1鼠 位

E 背 酸 方自 旦 十六li:水溶液 3、 z 

z 同 十六!(同体 7 2 

3 同 二十式国体 6 3 

4 二硫化炭素 二 o0 ~ 6 5 

5 同 二 六 ol{ 2 7 

6 同 三二 ol{ I 9 

7 熱 湯 5 E 

8 犬正駆虫剤 四 ノ写、Z 8 4 

9 同
ム

合 6 6 ノ、

10 同 A 合 4 8 

11 除虫菊加用石験合要事i 8 10 

即ち本試験に於て債格の最も大なる 除識菊加用石鹸合剤が全〈無効な

るが如きは向攻究を要する者た 90 ニ硫化決素は債格高さも効呆も亦

良好な 90 青酸加里水溶液は経費低〈して効果稿、 φ 良好なる乙と略賓

験第ーと類せ b。

以上の外に賢行せる捕掻試験の経費を見るに其ー坪 l乙警官する者左の如

し但し卵は其採集に於て確然たる計算をなし能はぎ bしを以て其行穂

を察し℃凡そ幼識の十倍を要するも のとせるな 90

採 集 民 日 行 程 一坪ユ望書スル経費

同

~p 0.30 凡二坪、量三分ノー勺 0.15∞ 

幼
二十坪、量一0、一七、五合0・30 三000一二二五O匹 0.0150 

~ 品| 0伊 |同士雪、量一五、一一0合
ハ一五五一四一七O匹 O.∞75 

故 tζ 卵採集の外は其経費甚少な〈駆除剤，を用ゆるよ b安慣にし℃殊に

成品 は 児 童 をして採集せし Uるを得ば最も低廉に行以得ぺし唯其効果

に就ては幼虫の採集を最良な bとす。

第十 章結 論

以上敷寧に捗 bτ 記述せる虞を簡単に列車すれば左の如し。

一.本邦に於て最も分布の虞〈且森林に劃し有害なる関係あるとが組

むしの種類は ずさとが抱即ちおほすぢとがねにして北海道に於 τはな

S 
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がちゃzがおの害最も著しし朝鮮民於ては~;;とがおの害を最も甚

しとす。

二、 とがおむしの害は成最の時期にな 3 る L もの比較的少〈幼最期の

害即ち主として苗聞に於 t生ずるもの最も甚 Lo

三、 とが鼠む Lの害を多く受くる 樹種は主として針葉樹にして成掻に

よ bては杉を第ーとし槍、松等之につく、、幼掻は各種の針葉樹苗を害す。

四‘被害樹は一年生苗木に於て最も甚だしく損せられて枯死 Lo 二年

生に於ては枯死の度を減じ.三年生以後ば主として其接育を損せらる

、に止る。林木は成患の被害によ b殆ん E金部の針葉を失ム乙とある

も之が錦めに枯死する乙と在 Lo

玉、幼品の被害は軽震にし℃適潤なる地に最も多〈過潟地よ bは精-7

乾燥せる土壌に多 Lo

六、苗圃の 休閑或は輪作に就きて は充牙明か在る報告を得る能はまる

も大体に於て之を行ふ時は被害少さが如し。而して苗圃は年を経るに

従って一般に此害を増加す。

七、既往に 行はれたる駆除法中最も有数と認めらる L ものは潜伏或は

産卵所を設けて害識を誘致する之とにして其方法は地方によ bて異る

も多くは除害の効を奏せ 90 捕殺法は成品及び幼最に行はれ叉有数な

90 駆除剤としては青酸加里及び那布多林の一二の地方に於℃有数在

bし外他は瓶して著しき殻なきが如 Lo 本皐苗闘の費駿に於ても薬剤

的 駆 除 法 の的確なる者無しO 幼識の捕殺を以て最も有効な bとす。

購来に於て研究せらる可き問題は第ーに各地に殺生せるとがおむ Lの

種 類 を 街 深〈攻究して之を確定し 第 二 に 其 生 態 を 種 類 に よ bて調査し

第三に有効 駆除剤の質験を在し第四に捕殺及び誘殺の方法及び時期を

攻究する等主 b。



周版解説

第ー腹

1，及3，落葉桂一同床替三年成歯のながちゃzがね幼過に

寄せられたる者(縮小)

2， 同上健会苗(縮，)，)
" 

4， ながちゃとがIa成掻(放大)

5， 同上踊(放大)

6， 岡上幼議(放大)
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第二 脹

1，及2，落葉松二年生苗木のながちゃとがa幼識に τ害 3

れたる根部(肱大)

3，4，及5，濁乙磨檎据置二年生苗のなかちゃとかね幼識に害

せられたるもの(自然大)

6， 同上健金歯(自然大)

l' 
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